
　スポーツの秋です。約4,000人の市民が参加する阿南市体育祭が始まり、各競技とも
熱戦が繰り広げられていました。（９月６日：橘町ふれあい公園相撲場にて撮影）
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秋
の
行
政
相
談
週
間

　

行
政
相
談
は
国
な
ど
の
行
政
に
関

す
る
苦
情
、
要
望
、
意
見
な
ど
を
聞

い
て
そ
れ
ら
の
解
決
を
図
り
、
行
政

運
営
の
改
善
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で

す
。
阿
南
市
で
は
行
政
相
談
委
員
が

徳
島
行
政
評
価
事
務
所
の
支
援
の
も

と
に
、
４
ヵ
所
で
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

苦
情
が
あ
る
、
困
っ
て
い
る
、
こ
う

し
て
ほ
し
い
、
制
度
や
仕
組
み
が
分

か
ら
な
い
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

開
催
日
及
び
開
催
場
所

○
10
月
19
日
㈪

那
賀
川
支
所
（
☎
42

－

１
１
１
１
）

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

羽
ノ
浦
町　

大
島
滋
樹
様
か
ら

御
母
堂
タ
マ
子
様
の
香
典
返
し

に
替
え
て
、
社
会
福
祉
事
業
運

営
基
金
へ

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

○
10
月
20
日
㈫

大
野
住
民
セ
ン
タ
ー
（
☎
22

－

１
０

０
１
）

○
10
月
22
日
㈭

羽
ノ
浦
支
所
（
☎
44

－

３
１
１
１
）

○
10
月
23
日
㈮

福
井
公
民
館
（
☎
34

－

２
２
５
０
）

開
催
時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22

－

１
１
１
６
）
へ

新
し
い
阿
南
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
全
体
構
想
（
案
）
に
つ

い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
募
集
）
を
実
施
し
ま
す

募
集
期
間　
10
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

公
表
資
料　
①
阿
南
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
全
体
構
想
（
案
）
及

び
概
要
版
②
都
市
の
概
況
・
住
民
意

向
の
把
握
・
現
況
か
ら
の
課
題
整
理

公
表
場
所　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各

支
所
、
各
住
民
セ
ン
タ
ー
及
び
市
役

所
分
庁
舎
２
階
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
見
を
提
出
で
き
る
人　
①
市
内
に

在
住
、
在
勤
又
は
在
学
の
方
②
市
内

に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
方

③
市
に
納
税
義
務
を
有
す
る
方

提
出
方
法　
様
式
は
自
由
で
す
が
名

前
及
び
住
所
を
記
名
の
う
え
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
意
見
提
出
用
紙

を
公
表
場
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
直
接
提
出　

市
役
所
分
庁
舎
２
階

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

②
郵
送　

〒
７
７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町
ト
ノ
町
12

－

３　

阿
南
市
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
ま
で

③
電
子
メ
ー
ル　

ま
ち
づ
く
り
推
進

課
〈tosh

ikei@
city.an

an
.

tokushim
a.jp

〉

な
お
、
電
話
な
ど
口
頭
に
よ
る
受
付

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

意
見
の
公
表　
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、

名
前
、
住
所
等
の
個
人
情
報
を
除
き
、

そ
の
内
容
を
整
理
し
て
原
則
公
表
し

ま
す
。
な
お
、
意
見
等
に
つ
い
て
の

個
別
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
（
☎
22

－

１
５
９
６
）
へ

公
方
の
館

歴
史
講
座
の
ご
案
内

日　
時　
10
月
10
日
㈯　

午
後
２
時

会　

場　

阿
波
公
方
民
俗
資
料
館

（
那
賀
川
町
）

演　
題　
「
阿
波
公
方
九
代
、
足
利

義
根
の
残
し
た
漢
詩
に
学
ぶ
」

講　
師　
徳
島
漢
詩
連
盟
講
師　

折

野
久
則　

氏

問
い
合
わ
せ
は　
阿
波
公
方
民
俗
資

料
館
（
☎
42

－

２
９
６
６
）
へ

＝ 

お 

詫 

び 

＝

　

こ
の
度
、
富
岡
公
民
館
の
職
員
が
公
金
及
び
公
金
に

準
じ
た
金
銭
を
着
服
す
る
と
い
う
、
決
し
て
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
不
正
が
発
覚
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
に
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
市
政
に
対
す
る
信
頼
を
著
し
く
失

墜
さ
せ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
深
く
反
省
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
31
日
付
け
で
教

育
委
員
会
が
懲
戒
処
分
で
は
最
も
厳
し
い
処
分
で
あ
る

免
職
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

職
員
が
こ
う
し
た
事
件
を
起
こ
し
た
こ
と
を
重
く
受

け
止
め
、
そ
の
監
督
責
任
を
と
る
と
と
も
に
自
ら
を
厳

し
く
戒
め
る
意
味
で
、
私
自
身
の
給
料
の
30
パ
ー
セ
ン

ト
を
２
ヵ
月
、
副
市
長
、
教
育
長
の
給
料
の
20
パ
ー
セ

ン
ト
を
２
ヵ
月
減
額
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
職
員
の
上
司
な
ど
関
係
職
員
に
つ
き
ま
し
て

も
厳
正
に
処
分
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
徹
底
し
た
再
発
防
止
に
努
め
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の

信
頼
回
復
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

阿
南
市
長　

岩　

浅　

嘉　

仁　
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那
賀
川
公
方
の
祭
典

（
公
方
館
の
お
花
畑
と
夢
か
か
し
）

　

阿
波
公
方
と
は
、
室
町
時
代
後
期
に
平
島
庄
（
那
賀
川
町

古
津
）に
足
利
義
冬
が
館
を
構
え
て
以
降
、そ
の
子
孫
が
代
々

同
地
に
居
住
し
た
こ
と
か
ら
「
公
方
（
将
軍
）」
と
呼
ば
れ
、

館
周
辺
に
は
広
大
な
お
花
畑
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

つ
い
て
は
、
左
記
の
期
間
に
お
い
て
、
コ
ス
モ
ス
に
よ
る

お
花
畑
を
再
現
い
た
し
ま
し
た
。
公
方
の
面
影
に
触
れ
な
が

ら
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

期　
間　
11
月
１
日
㈰
〜
11
日
㈬

場　
所　
阿
波
公
方
・
民
俗
資
料
館
周
辺
（
那
賀
川
町
古
津
）

主
な
イ
ベ
ン
ト　
①
コ
ス
モ
ス
街
道　

国
道
バ
イ
パ
ス
道
の

駅
か
ら
民
俗
資
料
館
周
辺
ま
で　

②
コ
ス
モ
ス
畑　

③（
夢
）

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト　

夢
を
テ
ー
マ
し
た
か
か
し
を
展
示

問
い
合
わ
せ
は　
コ
ス
モ
ス
街
道
・
夢
づ
く
り
実
行
委
員
会

事
務
局
・
那
賀
川
支
所
地
域
振
興
係
（
☎
42

－

１
１
１
１
）

へ

第
10
回 

羽
ノ
浦
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

　

羽
ノ
浦
町
岩
脇
地
区
で
、「
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

実
行
委
員
会
」
主
催
の
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

約
２
ha
の
田
園
に
色
と
り
ど
り
の
コ
ス
モ
ス
が

咲
き
、
当
日
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
売
店
が
開
か
れ

る
予
定
で
す
。
ご
家
族
、
お
友
だ
ち
を
お
誘
い
の

う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
時　
11
月
１
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
小
雨
決
行　

大
雨
時
は
３
日
㈫
に
延
期
）

場　
所　
羽
ノ
浦
町
岩
脇
Ｊ
Ａ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

周
辺

内　
容　
バ
ザ
ー
、
売
店
、
セ
レ
モ
ニ
ー
、
コ
ス

モ
ス
の
花
摘
み　

ほ
か

※
周
辺
に
は
駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、
車
で
の
お

越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
羽
ノ
浦
支
所
（
☎
44

－

３
１
１

１
）
へ

あぶない！こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

249件（1,669）
0人（    1）

39人（  295）

救 急 件 数
搬送人員

281件（1,916）
278人（1,893）

火 災 件 数
損 害 額

2件（19）
19千円（16,551千円）

●阿南署管内平成21年８月分合計　(　)内は１月からの累計

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

飲
酒
運
転
の
根
絶
と
追
放

　

飲
酒
運
転
の
根
絶
が
叫
ば
れ
て

い
る
中
、
未
だ
に
飲
酒
運
転
の
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
平
成
21

年
６
月
１
日
か
ら
、
飲
酒
運
転
に

対
す
る
行
政
処
分
が
大
幅
強
化
と

な
り
ま
し
た
。

・
酒
酔
い
運
転
を
す
る
と
免
許
取

り
消
し
（
欠
格
期
間
３
年
）

・
酒
気
帯
び
運
転
（
呼
気
中
ア
ル

コ
ー
ル
濃
度
０
・
15
〜
０
・
25
㎎

／
ℓ
未
満
）
免
許
停
止
（
90
日
）

・
酒
気
帯
び
運
転
（
呼
気
中
ア
ル

コ
ー
ル
濃
度
０
・
25
㎎
／
ℓ
以

上
）
免
許
取
消
し
（
欠
格
期
間
２

年
）

　

飲
酒
運
転
の
運
転
者
本
人
以
外

（
酒
類
の
提
供
者
・
車
両
の
同
乗

者
等
）
に
も
、
厳
し
い
罰
則
が
科

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
を
し
な
い
た
め
に
も
、

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
の
決
定
や
運

転
代
行
の
利
用
を
し
ま
し
ょ
う
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意

　

徳
島
県
内
に
お
い
て
、
振
り
込

め
詐
欺
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
医
療
費
や
年
金
な
ど
の
還
付

金
が
あ
る
と
言
っ
て
電
話
を
掛
け

て
騙だ
ま

す
「
還
付
金
詐
欺
」、
携
帯

電
話
等
の
サ
イ
ト
料
金
未
納
・
滞

納
と
言
っ
て
騙
し
て
送
金
さ
せ
る

「
架
空
請
求
詐
欺
」
等
、
種
類
も

多
く
、
手
口
も
巧
妙
で
す
。

　

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た

ら
、
警
察
署
へ
通
報
、
相
談
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

　徳島県が整備を進めています徳島県南部健康運動
公園にテニスコート（人工芝）４面が完成します。
　つきましては、以下のとおり、施設利用について
定めましたので、ご利用くださいますようご案内し
ます。なお、一般供用開始は10月中旬を予定して
おります。

○供用時間
午前８時30分から午後５時まで（照明施設利用
の場合は午後10時まで）

○照明施設利用期間
４月１日から10月31日まで

○定休日
　火曜日（火曜日が祝日の場合はその翌日）
　年末年始（12月29日から翌年１月３日まで）
○使用料金

単　　　　位
金　　　額

生徒等 その他の者

入場料を徴収
しない場合

１面２時間未満 650円 1,200円
１面半日 990円 1,720円
１面１日 1,310円 2,400円

入場料を徴収
する場合

１面半日 1,540円 2,400円
１面１日 1,860円 3,450円

照明施設 １面１時間 1,020円

問い合わせは
徳島県南部健康運動公園管理事務所（☎ 26−1885）
へ

徳島県南部健康運動公園に
テニスコートが完成します !
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私
が
カ
ラ
オ
ケ
で
よ
く
歌
う
の
は
、
キ
ダ
・
タ
ロ

ー
さ
ん
作
曲
の
「
ふ
る
さ
と
の
は
な
し
を
し
よ
う
」

で
す
。
名
曲
だ
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
関
西
在
住
の

徳
島
県
出
身
者
で
つ
く

る
徳
島
県
人
会
近
畿
連

合
会
総
会
へ
出
席
し
ま

し
た
。
約
５
０
０
人
の

県
出
身
者
が
一
堂
に
会

し
、
大
変
盛
大
な
会
で

し
た
。

　

牛
岐
同
窓
会
（
富
岡

西
高
校
出
身
者
）
や
、

橘
町
出
身
者
の
テ
ー
ブ

ル
も
あ
り
、
多
く
の

方
々
と
旧
交
を
温
め
て

参
り
ま
し
た
。
さ
て
、

阿
南
市
役
所
と
大
阪
市

役
所
の
直
線
距
離
は
１

１
７
㎞
で
、
ま
さ
に
関

西
と
は
、「
指
呼
の
間
」
と
い
え
ま
す
。

　

関
西
圏
の
人
口
約
２
，
０
８
５
万
人
の
う
ち
、
徳

島
県
出
身
の
関
係
人
口
は
、
１
３
５
万
人
を
占
め
、

徳
島
県
の
人
口
約
７
９
万
人
を
超
し
て
い
ま
す
。
数

値
が
示
す
と
お
り
、
徳
島
と
関
西
の
つ
な
が
り
は
非

常
に
深
く
、
関
西
か
ら
み
た
阿
南
と
い
う
視
線
が
こ

れ
か
ら
の
経
済
、
文
化
、
そ
し
て
地
方
自
治
体
の
運

営
に
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。

　

私
は
、
総
会
で
の
来
賓
挨
拶
の
中
で
、「
光
の
ま

ち
阿
南
」
に
触
れ
、
最
近
よ
く
目
に
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ

信
号
機
を
最
も
採
用
し
て
い
る
国
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
、
国
内
の
98
％
の
信
号
機
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
で
採

用
・
導
入
し
て
お
り
、
発
光
が
鮮
明
な
た
め
、
交

通
事
故
が
30
％
減
少
し
た
こ
と
や
、
省
電
力
で
電

球
式
の
６
分
の
１
の
電
力
消
費
量
と
な
る
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
注
目
し
て
欲
し
い
と
話

し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
阿
南
市
と
室
戸
市
・
安
芸
市
と
の
間
で

進
め
て
い
る
「
Ａ
Ｍ
Ａ
構
想
」
も
紹
介
し
、
ふ
る

さ
と
を
走
る
こ
の
ル
ー
ト
を
ぜ
ひ
訪
れ
て
欲
し
い

と
宣
伝
し
て
参
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
も
、
癒

し
と
安
ら
ぎ
を
求
め
る
関
西
の
お
知
り
合
い
の
方

が
お
い
で
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
Ａ
Ｍ
Ａ
地
域
を
訪
ね

て
い
た
だ
く
よ
う
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
歌
人
の
俵
万
智
さ
ん
が
、
県
南
で
詠

ん
だ
歌
を
紹
介
し
ま
す
。

「
寒
い
ね
と
語
り
か
け
れ
ば
寒
い
ね
と
答
え
る
人
の

い
る
あ
た
た
か
さ
」

－

市長通信

－

お元気ですか

　

阿南市長　岩　浅　嘉　仁

ふ
る
さ
と
の
は
な
し
を

【
10
月
の
休
館
日
は
】

☎21－3030

5
・
13
・
19
・
26
日

船
瀬
温
泉

木
造
住
宅
耐
震
診
断
を

申
し
込
み
ま
せ
ん
か

　

阿
南
市
で
は
、
２
０
３
０
年
頃
ま

で
に
高
い
確
率
で
発
生
す
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
「
南
海
・
東
南
海
地
震
」

対
策
と
し
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
・
改
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
対
象
木
造
住
宅
を
、
市
と

県
が
委
託
し
た
「
耐
震
化
指
導
員
」

と
、
市
職
員
及
び
県
職
員
が
説
明
に

戸
別
訪
問
し
て
い
ま
す
。
診
断
の
申

し
込
み
の
受
け
付
け
も
そ
の
際
に
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
る
の
は
、
昭
和
56
年
5

月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住

宅
で
す
。

※
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
住
宅
建
築
課
（
☎

22

－

３
４
３
１
）
へ

市
民
税
・
県
民
税
の
公
的

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収（
天

引
き
）が
始
ま
り
ま
す

　

10
月
以
降
、
支
給
さ
れ
る
年
金
か

ら
市
民
税
・
県
民
税
の
特
別
徴
収

（
天
引
き
）
が
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
つ
い
て
は
、
９
月
中
旬

に
通
知
文
書
に
て
お
知
ら
せ
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

船
瀬
温
泉『
２
０
０
９
秋
の

イ
ベ
ン
ト
』開
催
に
つ
い
て

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人
と
人
と
の

交
流
を
促
進
す
る
た
め
に
、
次
の
と

お
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
人
の
ご
来
場
を
、
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　
時　
10
月
18
日
㈰　

午
後
１
時

〜
３
時
（
予
定
）

内　
容

①
『
ア
ミ
ン
ダ
』
に
よ
る
オ
カ
リ
ナ

の
演
奏

②
『
マ
ツ
ポ
ッ
ク
リ
』
に
よ
る
唄
と

ギ
タ
ー
演
奏

③
『
阿
南
セ
ニ
ヤ
ク
ラ
ブ
連
合
会
芸

能
部
』
に
よ
る
民
謡
と
踊
り
と
新
舞

踊問
い
合
わ
せ
は　
船
瀬
温
泉
保
養
セ

ン
タ
ー
（
☎
21

－

３
０
３
０
）
へ
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第
九
回
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
ま
す

主
な
対
象
者　
平
成
17
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や

遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
（
戦
没

者
等
の
妻
な
ど
）
が
亡
く
な
る
な

ど
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
21
年

４
月
１
日
に
お
い
て
受
給
権
者
が

い
な
い
場
合
、
先
順
位
の
ご
遺
族

お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

支
給
内
容　
額
面
24
万
円
、
６
年

償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間　
平
成
24
年
４
月
２
日

ま
で

請
求
・
問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生

活
課
（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

し
ょ
う
が
い
者
パ
ソ
コ

ン
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

阿
南
市
内
に
お
住
ま
い
の
在
宅

し
ょ
う
が
い
者
の
方
を
対
象
に
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
礎
は
も
ち

ろ
ん
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子

メ
ー
ル
の
入
門
的
な
学
習
の
ほ
か

ワ
ー
ド
で
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
年

賀
状
を
作
成
す
る
実
用
編
ま
で
楽

し
く
分
か
り
や
す
く
講
習
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
に
興
味
、
関
心
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日　
時　
10
月
30
日
㈮
か
ら
平
成

22
年
２
月
５
日
㈮
ま
で
の
間
の
毎

週
金
曜
日　

午
後
1
時
30
分
〜
４

時
30
分

場　
所　
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー

定　
員　
15
名
程
度

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
３

千
円
必
要
）

締
切
日　
10
月
13
日
㈫

問
い
合
わ
せ
は　
福
祉
課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）
ま
た
は
徳
島
赤
十

字
ひ
の
み
ね
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
８
５

−

32

−

１
８
８
４
）
へ

年
金

相
談コー

ナ
ー 

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の

要
件
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は
、

次
の
加
入
・
納
付
・
症
状
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

【
加
入
の
要
件
】
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

１　

初
診
日
（
初
め
て
医
師
の
診
断
を
受

け
た
日
）
に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
。

２　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
な
く
な
っ

た
後
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
日
本
国
内

に
住
所
が
あ
る
こ
と
。

３　

20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
こ
と
。

【
納
付
の
要
件
】
次
の
い
ず
れ
か
を
、
初

診
日
の
前
日
に
お
い
て
す
で
に
満
た
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

１　

初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
期
間
に
つ
い
て
、
保
険
料
納
付
済
み
期

間
と
免
除
承
認
期
間
の
合
計
が
３
分
の
２

以
上
で
あ
る
こ
と
。

２　

上
記
１
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い

場
合
、
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま

で
の
直
近
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な

い
こ
と
。

※
初
診
日
が
20
歳
前
の
と
き
は
納
付
の
要

件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
症
状
の
要
件
】
障
害
認
定
日
に
国
民
年

金
法
に
定
め
る
一
定
の
障
害
の
程
度
（
１

級
か
２
級
）
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
等
級
と
は
異

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

QA

「
私
の
風
景
」

　

東
京
の
街
に
は
山
が
な
い
。

続
々
と
都
心
に
生
え
る
高
層
ビ
ル

の
群
は
、
ま
る
で
巨
大
な
墓ぼ
ひ
ょ
う標
の

様
に
さ
え
思
え
て
き
ま
す
。

　

都
心
を
ぬ
け
、
車し
ゃ
そ
う窓
か
ら
山
々

が
見
え
は
じ
め
る
と
、
私
は
な
ん

と
も
い
え
ぬ
安
堵
感
を
覚
え
る
と

同
時
に
故
郷
の
風
景
を
想
う
の
で

す
。

　

私
は
、
阿
南
市
大
井
町
の
山
々

の
狭は
ざ

間ま

で
育
ち
ま
し
た
。

　

家
の
前
を
流
れ
る
那
賀
川
の
瀬

の
響
き
は
、
私
の
奥
深
く
ま
で
染

み
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
せ
い
か
、

東
京
で
引
っ
越
す
度
に
川
の
あ
る

街
に
落
ち
着
く
の
で
す
。

　

み
か
ん
畑
か
ら
の
霞
み
か
か
っ

た
風
景
。
水
井
橋
か
ら
望
む
鶴
林

寺
の
山
々
。
夏
に
は
那
賀
川
で
泳

ぎ
、
正
月
に
な
れ
ば
、
祖
母
と
登

っ
た
太
龍
寺
へ
の
遍
路
道
。
そ
し

て
、
父
と
見
た
満
天
の
星
空
。

　

様
々
な
想
い
出
が
、
頭
の
中
で

映
像
と
な
り
蘇
よ
み
が
えり
、
ま
た
消
え
て

ゆ
く
の
で
す
。

　

東
京
で
の
生
活
の
中
で
、
私
の

故
郷
の
風
景
は
フ
ッ
と
し
た
き
っ

か
け
で
蘇
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
都
心
に
咲
く
小
さ
な
花

で
あ
っ
た
り
、
香
り
で
あ
っ
た
り

様
々
で
す
が
、
そ
の
瞬
間
は
私
に

と
っ
て
の
、
ち
ょ
っ
と
し
た
幸
福

な
の
で
す
。

兎
追
い
し　

か
の
山

小
鮒
釣
り
し　

か
の
川

夢
は
今
も　

め
ぐ
り
て

忘
れ
が
た
き　

故
郷

阿
南
市
出
身
者
か
ら

「
忘
れ
が
た
き　

故ふ
る

郷さ
と

」

　
県
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
阿
南
市
出
身
の
方
に
依
頼
し
、

ふ
る
さ
と
阿
南
へ
の
思
い
を
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。
題
し

て
、「
忘
れ
が
た
き　
故
郷
」。
今
月
号
か
ら
不
定
期
で
す
が

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
文
部
省
唱
歌　
作
詞
：
高
野
辰
之

森口　裕二さん
（画家・イラストレーター）
1971 年生まれ大井町出身、京都精華大
美術学部卒。
96 年に上京後、様々な雑誌にイラスト
を発表する傍ら、東京、大阪、台湾など
で精力的に作品展を開いている。
東京都台東区在住。
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桑
野
川
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
に
伴
い
、

平
成
16
年
度
か
ら
本
格
的
な
発
掘
調
査
を
進
め
て
い

た
「
宮
ノ
本
遺
跡
（
長
生
町
）」
の
調
査
が
こ
の
10

月
末
を
も
っ
て
終
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

足
掛
け
５
年
に
も
渡
り
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た

区
域
は
、
東
西
４
０
０
メ
ー
ト
ル
、
南
北
１
０
０
メ

ー
ト
ル
、
延
べ
面
積
は
約
３
万
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル

に
も
及
び
ま
す
。

　

調
査
区
域
か
ら
は
、
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
、

古
墳
時
代
や
鎌
倉
時
代
の
遺
構
や
集
落
跡
な
ど
が
発

見
さ
れ
る
な
ど
、
原
始
か
ら
中
世
の
時
代
に
か
け
て
、

同
地
で
継
続
し
た
生
活
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
縄
文
時
代
晩
期
（
約
２

５
０
０
〜
３
０
０
０
年
前
）
の
集
落
遺
跡
を
示
す
竪

穴
住
居
跡
群
が
見
つ
か
り
、
微
高
地
で
あ
っ
た
桑
野

川
の
ほ
と
り
に
営
ま
れ
た
集
落
の
様
相
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
中
世
で
は
鎌
倉
時
代
（
約
８
０
０
年
前
）

を
中
心
と
し
て
、
区
画
溝
や
１
３
０
軒
も
の
掘
立
柱

建
物
群
が
見
つ
か
る
な
ど
、
大
規
模
な
集
落
が
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
一
帯
は
平

安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
「
竹
原
庄
」
と
呼

ば
れ
た
荘
園
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
お
り
、

今
回
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
が
裏
付
け

ら
れ
た
と
と
も
に
、
阿
波
の
中
世
の
集
落
を
考
察
す

る
貴
重
な
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
ま
す
。

　
「
宮
ノ
本
に
は
何
か

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
ず
こ
の
あ
た
り
か
ら

調
査
を
始
め
ら
れ
た
ら

ど
う
か
」。

　

本
格
的
な
調
査
が
始

ま
る
以
前
、
試
掘
地
の

問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
、

地
元
の
神
木
悟
長
生
公

民
館
長
（
85
歳
）
は
こ

う
答
え
ま
し
た
。

　

先
人
た
ち
が
築
い
て

き
た
郷
土
の
歴
史
を

知
り
た
い
と
の
思
い

か
ら
地
道
に
こ
つ
こ

つ
と
研
究
を
続
け
て

き
た
神
木
さ
ん
。
南

北
朝
時
代
の
古
文
書

と
し
て
、
文
和
３
年

（
１
３
５
４
年
）
に

当
時
あ
っ
た
泉
福
寺

に
、
田
畑
が
寄
進
さ

れ
た
顛
末
を
記
し
た

「
安
宅
文
書
」
が
頭

を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

　

同
文
書
に
よ
り
ま

す
と
、
南
北
朝
時
代
、

八
幡
宮
前
に
屋
敷
を

構
え
て
い
た
「
又
五

郎
」
と
い
う
者
が
罪

を
得
た
た
め
、
当
時

こ
の
あ
た
り
を
治
め

て
い
た
地
頭
職
２
名
が
連
署
で
、「
又

五
郎
」
の
屋
敷
地
と
畠
を
合
わ
せ
て

二
反
余
り（
約
２
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）

の
土
地
を
泉
福
寺
に
寄
進
さ
せ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
、
御
家
人
ら
が
所
領
を

得
る
た
め
に
命
を
懸
け
て
戦
っ
た
こ

と
か
ら
「
一
所
懸
命
」
と
い
う
こ
と

ば
が
残
る
ほ
ど
、
土
地
は
大
事
な
も

の
で
し
た
。
当
時
、
畠
と
合
わ
せ
て

二
反
も
の
屋
敷
地
を
構
え
た｢

又
五

郎｣

は
普
通
の
庶
民
と
は
考
え
に
く

く
、
名
主
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
が

窺
え
ま
す
。

　
「
又
五
郎
」
の
屋
敷
地
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
田
ん
ぼ
は
、
今
も
地
域

で
は
、「
又
は
ん
作
り
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、「
こ
の
あ
た
り

か
ら
調
査
さ
れ
て
は
ど
う
か
」
と
の

言
葉
が
で
た
の
で
す
。

▲復元された竪穴式住居（徳島市国府町にある阿波史跡公園にて撮影）
こ
こ
を
掘
る
と
必
ず
何
か
あ
る

特
集　
宮
ノ
本
遺
跡
（
長
生
町
）

古
い
に
し
え

の
阿
南

広報平成21年（2009年）10月1日 〔第615号〕 �



▲復元された竪穴式住居（徳島市国府町にある阿波史跡公園にて撮影）

　

こ
う
し
て
始
ま
っ

た
発
掘
調
査
で
は
、

予
想
ど
お
り
鎌
倉
時

代
か
ら
室
町
時
代
に

か
け
て
の
建
物
跡
や

溝
、
土
坑
な
ど
の
遺

構
（
生
活
の
跡
）
が
発
見
さ
れ
た
ほ

か
、
土
器
や
刀
な
ど
の
鉄
製
品
の
ほ

か
、
青
磁
や
白
磁
と
い
っ
た
大
陸
か

ら
輸
入
さ
れ
た
陶
磁
器
な
ど
が
出
土

し
て
き
ま
し
た
。

　

遺
跡
の
場
合
、
深

く
掘
る
ほ
ど
時
代
は

遡
り
ま
す
。
調
査
は

さ
ら
に
下
層
へ
と
深

く
掘
り
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

す
る
と
、
地
中
か

ら
は
数
々
の
土
器
の

破
片
や
石
器
が
出
土

す
る
と
と
も
に
、
弥

生
時
代
前
期
の
竪
穴

住
居
跡
を
示
す
遺
構

が
出
て
き
た
の
で
す
。

ま
た
香
川
県
産
の
サ

ヌ
カ
イ
ト
で
つ
く
ら

れ
た
石せ
き

鏃ぞ
く

が
出
る
な

ど
、
当
時
の
交
流
の

よ
う
す
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
め
ず

ら
し
い
遺
物
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
２
５
０
０
年
前
か
ら

３
０
０
０
年
前
の
時
代
で
あ
る
縄
文

時
代
晩
期
の
竪
穴
住
居
跡
群（
８
軒
）

も
発
見
さ
れ
、
こ
の
う
ち
の
1
軒
か

ら
は
「
お
米
」
の
可
能
性
が
あ
る
炭

化
し
た
種
子
も
出
土
し
て
き
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら

弥
生
時
代
前
期
に
か
け
て
の
遺
跡
と

し
て
は
、
庄
遺
跡
や
蔵
本
遺
跡
（
徳

島
市
）
の
ほ
か
、
大
柿
遺
跡
（
東
み

よ
し
町
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
二

つ
の
時
代
の
住
居
が
同
時
に
検
出
さ

れ
た
の
は
初
め
て
の
事
例
で
す
。

▲縄文土器深鉢（縄文時代晩期末）
縄目の文様はなく、刻

きざみめとったい
目凸帯を持つ。

「写真提供：徳島県立埋蔵文化財総合センター」

予
想
ど
お
り
、
鎌
倉
時
代
か
ら

室
町
時
代
の
遺
物
が
出
始
め
る

さ
ら
に
掘
り
進
め
る
と
、

弥
生
時
代
前
期
と
縄
文
時
代
晩
期

の
遺
物
、
竪
穴
住
居
跡
が
出
土

時代区分 西　暦 阿南市の歴史 日本の歴史

紀元前
10,000年

紀元前
300年

645年
673年
710年
743年

794年

1192年

・桑野町廿枝遺跡
　ナイフ型石器出土

・福井町中連遺跡

・水稲農耕始まり

・下大野、山口、椿町か
ら銅鐸が出土。

・水井町若杉山遺跡

・阿波国長邑の海人
　「男狭磯」
・学原町剣塚古墳
・日開野町王子山古墳群
・長生町八桙山古墳群
・椿泊町舞子島古墳群

・竹原荘成立？

・旧石器時代人住む。
　狩猟・採集の生活。

・縄文式土器用いる。
　竪穴式住居

・弥生式土器用いる。
・金属器使用

・漢奴国王、後漢光武帝より金
印を授かる。

・邪馬台国卑弥呼が魏に朝貢
・大和朝廷の国土統一

・聖徳太子、摂政になる。

・大化の改新
・このころ隆禅寺創建をいう。
・平城京に遷都
・墾田永年私財法が出される。

・平安京に遷都

・源頼朝、鎌倉幕府を開く。

石
器
時
代

縄
文
時
代

弥
生
時
代

大
和
時
代

奈
良
時
代

平
安
時
代

鎌
倉
時
代

原
始
時
代

古
墳
時
代

※阿南市史第一巻　年表参照

歴
史
明
ら
か
に
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縄
文
時
代
後
期
ま
で
の
遺
跡
の
多

く
は
狩
猟
や
採
集
す
る
の
に
便
利
な

丘
陵
地
や
山
地
に
位
置
し
て
お
り
、

縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
に
な

る
と
水
田
の
耕
作
が
で
き
る
低
地
へ

と
移
り
ま
す
。
桑
野
川
の
ほ
と
り
に

営
ま
れ
た
宮
ノ
本
遺
跡
で
は
、
弥
生

時
代
の
穂
摘
み
具
（
石
庖
丁
）
が
出

土
し
て
お
り
、
稲
作
を
行
っ
て
い
た

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
縄
文
時
代
の

稲
作
に
関
わ
る
遺
構
や
遺
物
は
発
見

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
狩
猟
採
集

か
ら
稲
作
へ
と
転
換
す
る
時
期
の
集

落
と
し
て
大
変
重
要
な
価
値
を
も
つ

遺
跡
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
お
よ
そ
１
５
０
０
年
前
の

古
墳
時
代
後
期
の
竪
穴
住
居
跡
が
８

軒
検
出
さ
れ
、
集
落
を
形
成
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

古
墳
時
代
中
期
〜
後
期
の
竪
穴
住
居

跡
で
す
が
、
こ
の
時
期
の

集
落
跡
と
し
て
は
勝
浦
川

以
南
で
は
初
め
て
の
確
認

例
で
す
。

　

発
見
さ
れ
た
竪
穴
住
居

跡
群
は
桑
野
川
に
沿
っ
て

東
西
に
や
や
長
く
分
布
し

て
お
り
、
現
在
の
桑
野
川

か
ら
約
５
〜
40
ｍ
の
川
岸

に
近
い
位
置
に
立
地
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

最
大
４
軒
ほ
ど
の
竪
穴
住

居
が
建
て
替
え
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、

お
よ
そ
１
０
０
年

間
に
渡
っ
て
宮
ノ

本
遺
跡
で
生
活
を

し
て
い
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

宮
ノ
本
遺
跡
の
近
く
に
は
７
世
紀

の
白
鳳
時
代
の
創
建
と
み
ら
れ
る
隆

禅
寺
（
宝
田
町
）
や
、
式
内
社
の
八

桙
神
社
（
長
生
町
）
が
あ
り
、
さ
ら

に
は
郡
司
の
政
庁
で
あ
っ
た
郡ぐ
ん

衙が

の

所
在
地
と
推
定
さ
れ
る
「
郡
（
宝
田

町
）」
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
こ
と

や
、
国
高
屋
敷
（
長
生
町
）
で
は
２

万
６
千
枚
の
古
銭
が
出
土
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
ご
と

に
栄
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
調
査
で
は
、

鎌
倉
時
代
の
遺
構
や
遺
物
が
も
っ
と

も
多
く
見
つ
か
っ
て
お
り
、
調
査
地

か
ら
は
、
13
世
紀
前
後
ま
で
遡
る
屋

敷
地
跡
の
方
形
区
画
溝
や
掘
立
柱
建

物
（
90
棟
）
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、

大
量
の
土
器
や
瓦
器
、
青
磁
等
の
碗

や
皿
、
甕か
め

な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
は
当
時
の
有
力
者
が
用

い
た
と
み
ら
れ
る
京
の
土
器
を
ま
ね

て
作
っ
た
皿
や
、
他
国
か
ら
の
土
器

も
多
数
搬
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

宮
ノ
本
遺
跡
は
「
竹
原
庄
」
に
お
い

て
政
治
経
済
の
中
心
的
な
集
落
で
あ

っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲出土した碗や皿など。
中国産の輸入陶磁器は高級品で、中国産磁器は青磁、白磁
の碗や皿、青白磁などが出土した。
他地域産の土器の産地は、京都、大阪、兵庫、和歌山、岡
山、香川、愛知など。

▲背後に広がる丘陵地と桑野川のほとりで、「宮ノ本」は発展して
いたであろう。

▲発掘調査のようす。

継
続
し
て
生
活
し
て
い
た

竹
原
庄
の
中
心
集
落
で

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
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こ
れ
ま
で
県
南
域
で
の
調
査

は
少
な
く
、
吉
野
川
流
域
と
比

べ
て
も
資
料
が
少
な
か
っ
た
こ

と
が
徳
島
の
歴
史
解
明
の
障
壁

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

調
査
に
よ
り
、
歴
史
に
新
た
な

ペ
ー
ジ
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

那
賀
川
と
桑
野
川
と
い
う
二

つ
の
大
河
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
平
野
の
中
で
、
土
地
は
肥
え

作
物
も
豊
か
に
実
り
、
海
上
と

山
間
部
か
ら
の
物
資
の
行
き
来
で
宮

ノ
本
遺
跡
は
、
さ
ぞ
か
し
賑
わ
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
地
で
発
掘
調
査
に
当
た
っ
た
㈶

徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
原

芳
伸
調
査
係
長
は
、「
縄
文
時
代
晩

期
か
ら
、
中
世
に
至
る
ま
で
継
続
し

た
集
落
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ

り
、
ま
た
今
ま
で
空
白
部
分
で
あ
っ

た
古
墳
時
代
後
期
の
集
落
が
県
南
で

初
め
て
確
認
で
き
、
そ
の
様
子
が
明

ら
か
に
な
っ
た
意
義
は
非
常
に
大
き

い
。
今
後
も
周
辺
と
の
関
わ
り
な
ど

注
目
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

使
い
古
さ
れ
た
言
葉
で
す
が
、
過

【
参
考
文
献
】

・
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
調
査
報
告
集
第
76
集

（
２
０
０
８
）

・
掘
り
出
さ
れ
た
徳
島
の
歴

史
（
１
９
９
９
：
県
立
博
物

館
）

・
阿
南
市
史
第
１
巻

　

７
月
18
日
、
現
地
で
は
３
度

目
の
遺
跡
説
明
会
が
行
わ
れ
、

真
夏
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約

１
０
０
人
の
参
加
者
が
熱
心
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
皆
さ
ん
が
今
立
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
、
約
１
４
０
０
年
前

の
古
墳
時
代
の
土
の
上
な
ん
で

す
よ
」
と
の
説
明
に
参
加
者
た

ち
か
ら
は
ど
よ
め
き
の
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　

調
査
地
の
地
面
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
掘
ら
れ
た
無
数
の
穴

が
点
在
し
て
お
り
、
調
査
研
究

員
か
ら
当
時
ど
の
よ
う
な
建
物

が
建
っ
て
い
た
か
、
そ
の
大
き

さ
は
ど
れ
ほ
ど
か
な
ど
の
説
明

を
受
け
る
た
び
に
さ
ま
ざ
ま
な

想
像
が
か
き
立
て
ら
れ
て
い
く

の
で
す
。

　
「
何
百
年
も
前
の
人
間
が
作

っ
た
か
ま
ど
の
跡
や
柱
の
穴
な

ど
、
こ
ん
な
の
を
見
る
と
、
さ

ぞ
か
し
大
家
族
で
、
仲
良
く
暮

ら
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
と
想
像

で
き
ま
す
ね
」
と
島
尾
和
長
さ

ん
（
75
歳
：
橘
町
）。

　

小
松
島
市
か
ら
来
た
河
野
憲

治
さ
ん
も
、「
こ
れ
だ
け
、
長
い

時
代
に
渡
っ
て
集
落
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
は
、
平
和
だ
っ
た
ん
で

し
ょ
う
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　

説
明
会
は
、
夏
休
み
最
初
の
週

末
と
あ
っ
て
、
大
人
た
ち
の
姿
に

交
じ
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
姿
も
ち

ら
ほ
ら
見
え
ま
し
た
。

　

二
人
の
お
子
さ
ん
と
と
も
に
説

明
を
受
け
て
い
た
近
藤
千
秋
さ
ん

（
35
歳
：
日
開
野
町
）
も
、

「
地
元
の
歴
史
が
次
々

と
解
明
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す

ね
。
自
分
が
住
ん
で
い

る
と
こ
ろ
の
歴
史
が
す

ご
い
と
評
価
さ
れ
る
の

が
う
れ
し
い
」。

　

ま
た
、
社
会
科
の
夏

休
み
自
由
研
究
に
来
た

と
話
す
細
川
丈
留
君

（
９
歳
：
上
中
町
）
も
、

「
集
落
の
形
が
千
年
以

上
も
経
つ
の
に
な
ぜ
残

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」

と
一
生
懸
命
に
説
明
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

去
が
あ
る
か
ら
こ
そ
現
代

が
あ
る
と
い
え
ま
す
。
今

の
阿
南
市
へ
と
結
ぶ
「
古

の
阿
南
」
の
歴
史
が
次
々

と
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
の
調
査
研
究
が

楽
し
み
で
す
。

▲現地説明会のようす。

　

市
が
発
掘
調
査
を
進
め
て
い

ま
す
川
原
遺
跡
（
宝
田
町
）
の

現
地
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

　

川
原
遺
跡
付
近
は
平
安
時
代

の
郡
衙
（
郡
役
所
）
跡
と
推
測

さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
役
人
が

使
用
し
て
い
た
「
石
帯
」
や

「
緑
り
ょ
く
ゆ
う釉

陶
器
」
等
、
多
数
の
遺

物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　
時　
10
月
10
日
㈯　

午
前

10
時
か
ら

場　
所　
現
地
発
掘
場
所
（
宝

田
町
川
原
・
市
営
住
宅
郡
団
地

横
）

問
い
合
わ
せ
は　
文
化
振
興
課

（
☎
22

－

１
７
９
８
）
へ

こ
れ
だ
け
長
い
間
、
集
落
が
続
い
た
と
い

う
こ
と
は
平
和
で
暮
ら
し
や
す
か
っ
た
ん

で
し
ょ
う
ね

川
原
遺
跡 

現
地
説
明
会
の
お
知
ら
せ

歴
史
は
塗
り
替
え
ら
れ
る
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平
成
20
年
度
決
算
概
況
と
平
成
21
年
度
財
政
事
情
の
あ
ら
ま
し

　

阿
南
市
財
政
事
情
の
公
表
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
20
年
度
決
算
概
況
及
び
平
成
21
年
度
予
算
に
係
る
財

政
事
情
を
こ
こ
に
公
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
21
年
10
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
南
市
長　
岩　
浅　
　
嘉　
仁

財
政
事
情
の

　
公
表
に
あ
た
っ
て

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
の
決
算
概

況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様

を
は
じ
め
関
係
各
方
面
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
生
活
環
境
に
係
る
事
業

を
優
先
し
、
長
期
的
視
野
で
の
予
算

の
編
成
・
執
行
に
努
め
た
結
果
、
15

億
２
千
万
円
余
り
の
黒
字
の
決
算
見

込
み
と
な
り
ま
し
た
。
各
特
別
会
計

の
決
算
概
況
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、

12
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、

併
せ
て
公
表
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

各
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
議
会

の
承
認
を
得
て
確
定
し
ま
す
。

　

本
市
を
め
ぐ
る
財
政
状
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、
財
政
構
造
の
硬
直
化
を

示
す
指
標
で
あ
る
経注
１
常
収
支
比
率
が

80
・
４
％
と
な
っ
て
お
り
、
義
務
的

経
費
や
経注
２
常
経
費
の
割
合
が
や
や
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
普
通
交

付
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
厳
し
い
社

会
経
済
情
勢
の
中
、
税
収
の
減
等
に

よ
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
交
付
団
体

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
合
併
の

特
例
措
置
に
よ
り
、
旧
那
賀
川
町
、

旧
羽
ノ
浦
町
分
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
平
成
21
年
度
予

算
の
執
行
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
限

ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
・
効
率
的
に

配
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、
厳
し
い
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
か
ぬ
よ
う
引
き
続
き

慎
重
な
財
政
運
営
を
は
か
り
、
財
政

の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

株式等譲渡所得割交付金
728万円（0.0％）

国有提供施設等所在市町村助成交付金
125万円（0.0％）

交通安全対策特別交付金
1,037万円（0.0％）
配当割交付金
1,828万円（0.1％）
ゴルフ場利用税交付金
3,151万円（0.1％）
利子割交付金
6,163万円（0.2％）
自動車取得税交付金
1億1,085万円（0.3％）
地方特例交付金
1億9,944万円（0.6％）
地方譲与税
3億9,454万円（1.2％）
地方消費税交付金
6億6,380万円（2.0％）
県支出金
15億973万円（4.6％）
市債
25億7,550万円（7.8％）
国庫支出金
29億8,871万円（9.0％）
地方交付税　
35億1,457万円（10.6％）

寄附金　653万円（0.0％）
繰入金　3億2,523万円（1.0％）
財産収入　3億3,855万円（1.0％）

使用料及び手数料　4億8,672万円（1.5％）
分担金及び負担金　5億193万円（1.5％）

繰越金　15億5,909万円（4.7％）
諸収入　15億9,922万円（4.8％）

自主
財
源
　
210億

5,745万
円（
63.5％）

依
存
財
源
　
12
0億
8,7

46
万円
（36

.5％）

２．収入の概況

市税
162億4,018万円
（49.0％）

歳入合計
331億4,491万円
（100％）

依　　存　　財　　源　　　　（計）

自　　主　　財　　源　　　　（計）

0

20

40

60

80

100

120

鉱

特

軽

市

個

法

交

土

家

償

償却資産
55億4,265万円

（34.1％）

３．市税の内訳

市税総額
162億4,018万円
（100％）

鉱産税
10万円（0.0％）

特別土地保有税
30万円（0.0％）
軽自動車税

1億7,640万円
（1.1％）

市町村たばこ税
4億6,926万円

（2.9％）
法人

21億3,496万円
（13.2％）

家屋
24億9,699万円

（15.4％）
償却資産

55億4,265万円
（34.1％）

土地
20億1,607万円

（12.4％）

交付金
3,428万円
（0.2％）

個人
33億6,917万円

（20.7％）

市民税
55億413万円
（33.9％）

固定資産税
100億8,999万円
（62.1％）

１．決算収支の概況
歳　入　総　額　　　　　A 331億4,491万円

歳　出　総　額　　　　　B 313億924万円

歳入歳出差引額（A－B） C 　18億3,567万円

翌年度へ繰り越すべき財源D 　　3億705万円

実　質　収　支（C－D） 　15億2,862万円

注１）経常収支比率…財政構造の弾力性を測定する比率として使われている指標で、
この比率が低いほど新たな行政需要に弾力的に対応でき、財政
構造に弾力性があると判断されています。

注２）経 常 経 費…人件費、扶助費、公債費、物件費、維持補修費、補助費等など。
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労働費 1,389万円（0.0％） 

▼

目
的
別
（
行
政
目
的
別
に
分
類
し
た
も
の
）

災害復旧費 1億811万円（0.4％） 
議会費 3億4,656万円（1.1％） 
商工費 3億5,772万円（1.1％） 
農林水産業費 7億8,602万円（2.5％） 
消防費 11億502万円（3.5％） 

土木費 27億9,154万円（8.9％） 

総務費 30億5,239万円（9.8％） 

教育費 32億338万円（10.2％） 

衛生費 33億411万円（10.6％） 

公債費 41億2,718万円（13.2％） 

諸支出金 47億9,259万円（15.3％） 

民生費 73億2,073万円（23.4％） 

▼
性
質
別
（
経
済
的
性
質
を
基
準
に
分
類
し
た
も
の
）

投資及び出資金 1億2,860万円（0.4％） 
維持補修費 2億5,445万円（0.8％） 
貸付金 13億4,000万円（4.3％） 

積立金 17億7,340万円（5.7％） 

補助費等 20億456万円（6.4％） 

繰出金 20億4,660万円（6.5％） 

※
投資的経費 39億5,847万円（12.6％）

物件費 40億1,626万円（12.8％） 

※
義務的経費
157億8,690万円

（50.5％）

扶助費 
37億4,217万円

（12.0％） 

公債費 
41億2,718万円

（13.2％） 

人件費 
79億1,755万円

（25.3％） 

４．歳出の概況
歳出合計　313億924万円

※投資的経費とは…ほとんどが公共事業にあたる「普通建設事業費」で施設整
備等に支出されます。次年度以降も支出の効果がある経費
です。

※義務的経費とは…職員の給与などの「人件費」や生活保護などの「扶助費」、
地方債の元利償還費である「公債費」などで、支出が義務
付けられている経費です。

８．市債現在高の状況

一般会計市債現在高
（平成20年度末） 299億3,568万円

市 民 1 人 当 た り の
市 債 の 残 高 380,832円

９．行政財産の状況
（平成21年３月31日現在）　

土　　　 地 1,766,397㎡

建物延面積合計
390,247㎡

木造建物
（延面積） 9,366㎡

非木造建物
（延面積） 380,881㎡

※１　財政調整基金………年度間の財源の不均衡を調整するための基金。
※２　減債基金……………公債費の償還を計画的に行うために設けられる基金。
※３　特定目的基金………特定の目的のために設けられる基金。
※４　定額資金運用基金…特定の目的のために定額の資金を運用するため設置

された基金。

５．投資的経費の内訳

６．市税負担の概況

市税総額
162億4,018万円

〔市民１人当たり〕

206,602円

〔１世帯当たり〕

562,859円

７．行政経費支出の概況

歳出総額
313億924万円

〔市民１人当たり〕

398,306円

〔１世帯当たり〕

1,085,129円

人口78,606人　世帯数28,853世帯（平成21年3月末日現在）

総額
39億5,847万円
（100％） 土木費

21億4,448万円
（54.2％）衛生費

6億541万円
（15.3％）

教育費
3億9,462万円
（10.0％）

総務費 
1億903万円（2.7％）

災害復旧費 1億812万円（2.7％）

消防費 8,620万円（2.2％）
商工費 6,577万円（1.7％）
民生費 4,039万円（1.0％）

諸支出金 
1億4,250万円
（3.6％）

農林水産業費
2億6,195万円
（6.6％）

0 10 20 30 40 50 60

　定額資金運用基金現在高

　特定目的基金現在高

　減債基金現在高

　財政調整基金現在高

0 10億 20億 30億 40億 50億 60億 70億 80億 90億 100億

　※４定額資金運用基金 4億6,730万円

　※３特定目的基金 83億2,210万円

　※２減債基金 30億1,902万円

　※１財政調整基金 99億318万円

10．基金の状況
（平成21年３月31日現在高）　
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平成21年度　一般会計予算の執行状況
平成21年８月31日現在

歳　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　出
区　　　　　分 予　算　額 収 入 済 額 区　　　　　分 予　算　額 支 出 済 額

市 税 140億4,090万円 85億6,159万円 議 会 費 3億3,384万円 1億5,124万円
地 方 譲 与 税 3億5,900万円 9,784万円 総 務 費 58億5,175万円 23億5,364万円
利 子 割 交 付 金 5,600万円 2,140万円 民 生 費 73億1,128万円 30億2,829万円
配 当 割 交 付 金 1,900万円 780万円 衛 生 費 27億2,053万円 8億3,890万円
株式等譲渡所得割交付金 900万円 0 労 働 費 6,167万円 1,519万円
地 方 消 費 税 交 付 金 6億8,000万円 1億6,295万円 農 林 水 産 業 費 7億2,636万円 1億8,381万円
ゴルフ場利用税交付金 8,800万円 1,334万円 商 工 費 3億4,433万円 1億2,231万円
自 動 車 取 得 税 交 付 金 3,040万円 2,222万円 土 木 費 29億2,709万円 5億5,669万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金 125万円 0 消 防 費 11億3,076万円 3億9,139万円
地 方 特 例 交 付 金 1億8,974万円 8,951万円 教 育 費 39億1,479万円 11億8,236万円
地 方 交 付 税 29億2,000万円 13億8,573万円 災 害 復 旧 費 1,817万円 608万円
交通安全対策特別交付金 1,000万円 0 公 債 費 38億2,168万円 8,156万円
分 担 金 及 び 負 担 金 4億8,761万円 1億4,712万円 諸 支 出 金 27億7,559万円 15億5,037万円
使 用 料 及 び 手 数 料 5億2,238万円 1億8,149万円 予 備 費 3,000万円 0
国 庫 支 出 金 49億8,410万円 18億9,587万円
県 支 出 金 13億8,349万円 5,569万円
財 産 収 入 909万円 2,822万円
寄 附 金 1万円 300万円
繰 入 金 8億5,303万円 0
繰 越 金 3億706万円 18億3,566万円
諸 収 入 15億7,258万円 4,821万円
市 債 34億4,520万円 0

合　　　　計 319億6,784万円 145億5,764万円 合　　　　計 319億6,784万円 104億6,183万円

特 別 会 計 の 概 況
平成20年度決算（見込）の状況

会　　計　　名
平成21年度予算の執行状況（８月31日現在）

歳　入　額 歳　出　額 差　引　額 歳　入　額 歳　出　額 差　引　額
5,016万円 8,424万円 △3,408万円 住宅新築資金等貸付事業特別会計 537万円 3,417万円 △2,880万円

38万円 0 38万円 加茂谷財産区運営事業特別会計 38万円 0 38万円
156万円 0 156万円 伊 島 財 産 区 運 営 事 業 特 別 会 計 156万円 0 156万円

79億6,483万円 76億9,915万円 2億6,568万円 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 24億5,091万円 27億1,615万円 △2億6,524万円
7,705万円 7,484万円 221万円 加 茂 谷 診 療 所 事 業 特 別 会 計 2,245万円 2,927万円 △682万円
1,229万円 1,229万円 0 伊 島 診 療 所 事 業 特 別 会 計 217万円 474万円 △257万円

8億7,693万円 8億1,554万円 6,139万円 老 人 保 健 特 別 会 計 6,787万円 157万円 6,630万円
6億3,821万円 6億3,078万円 743万円 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 744万円 1億6,477万円 △1億5,733万円

66億3,074万円 64億1,496万円 2億1,578万円 介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 28億6,148万円 21億7,437万円 6億8,711万円
1,261万円 1,020万円 241万円 伊島地区生活排水処理事業特別会計 351万円 43万円 308万円

3億9,270万円 3億8,709万円 561万円 学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 1億3,975万円 1億2,911万円 1,064万円
324万円 300万円 24万円 奨 学 資 金 貸 付 事 業 特 別 会 計 311万円 65万円 246万円

3,084万円 3,084万円 0 春日野地域下水道事業特別会計 752万円 642万円 110万円
1億921万円 1億921万円 0 羽ノ浦農業集落排水事業特別会計 1,362万円 1,053万円 309万円

1,719万円 1,719万円 0 豊香野地区生活排水処理事業特別会計 139万円 75万円 64万円
6億917万円 5億9,828万円 1,089万円 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1億4,530万円 1億914万円 3,616万円

公 営 企 業 会 計 の 概 況
会　計　名

平　成　20　年　度　決　算　の　状　況
予　定　額 収　入　額 比率 予　定　額 支　出　額 比率

水道事業会計
収益的収入 16億635万円 14億5,787万円 90.8％ 収益的支出 15億2,690万円 13億8,857万円 90.9％
資本的収入 16億5,264万円 9億5,101万円 57.5％ 資本的支出 26億2,239万円 13億477万円 49.8％
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平成20年度決算に基づく健全化判断比率と資金不足比率を公表します。
　平成19年６月に公布された『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』（以下「財政健全化法」）第３条第１項
及び第22条第１項の規定に基づき、「健全化判断比率」と、公営企業会計の「資金不足比率」を公表します。
 　なお、「財政健全化法」は平成21年４月１日より全面施行されています。

１．健全化判断比率　　　いずれの指標も国の定める基準内です。
指　　　　　　標 備　考 早期健全化基準 財政再生基準 説　　　　　　　明

実 質 赤 字 比 率 — △ 7.20%
（黒字）

※１
12.41% 20.00%

　一般会計等の実質赤字の標準財政規模
に対する比率です。
　家計でいうと赤字額が年収に対してど
れぐらい占めているかを示したものです。

連結実質赤字比率 — △ 17.51%
（黒字）

※１
17.41%

※２
40.00%

　全ての会計の実質赤字の標準財政規模
に対する比率です。
　上記の実質赤字比率を特別会計・公営
企業会計（水道・下水道等）を含めた全
会計に適用したものです。

実 質 公 債 費 比 率 12.3% 25.0% 35.0%

　公債費及び公債費に準じた経費の比重
を示す比率です。
　年間の借金返済額が年収に対してどれ
ぐらい占めているかを示したものです。
市に属する会計だけでなく一部事務組合
等に対する負担も含みます。

将 来 負 担 比 率 — △ 9.9%
（負担なし） 350.0%

　地方債残高のほか一般会計等が将来負
担すべき実質的な負債を捉えた比率です。
　将来見込まれる負債が年収の何年分に
あたるかを示したものです。一部事務組
合、第三セクター等に対する負担や退職
手当負担なども含みます。

注）指標が「－」と表示されているのは、赤字比率等が負の数値（黒字）となるためです。実際の数値は備考欄に表示しています。
注）平成20年度決算から指標が１つでも早期健全化基準以上になると財政健全化計画を、財政再生基準以上になると財政再生計画を策定する必要があ

ります。
※１　早期健全化基準及び財政再生基準は、標準財政規模及び臨時財政対策債発行可能額の合計額に応じて変動します。
※２　連結実質赤字比率の財政再生基準については、３年間の経過的な基準が設けられています。

（平成20年度決算分40％、平成21年度決算分40％、平成22年度決算分35％、平成23年度決算分以降30％）

２．資金不足比率　　　各公営企業会計において、国の定める基準内です。
特別会計（公営企業会計）の名称 資金不足比率 経営健全化基準 説　　　　　　　明

阿南市水道事業会計 —

20.0%

　公営企業ごとの資金の不足額の事業の
規模に対する比率です。
　公営企業の赤字額（資金不足額）が料
金収入等の規模（事業規模）に対してど
れぐらい占めているかを示したものです。

阿南市公共下水道事業会計 —

阿南市羽ノ浦農業集落排水事業会計 —

注）指標が「－」と表示されているのは、資金不足比率が０もしくは負の数値（黒字）となるためです。
注）平成20年度決算から資金不足比率が経営健全化基準以上になるとその会計ごとに経営健全化計画を策定する必要があります。

標準財政規模…地方公共団体の一般財源の標準規模を示すもので、標準税収入額と普通交付税、地方譲与税の合計です。
公営企業会計…法適用企業に係る特別会計、および法非適用企業に係る特別会計の総称です。阿南市では水道事業、公共下水道事業、羽ノ浦農業集落排

水事業の３会計が該当し、原則として料金収入等により独立採算方式で経営を行うこととされています。
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● 

第
５
次

　

 

阿
南
市
総
合
計
画

　

現
行
の
「
第
４
次
阿
南
市

総
合
計
画
」
が
平
成
22
年
度

で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
本

年
度
か
ら
２
年
間
か
け
ま
し

て
、
新
た
な
総
合
計
画
の
策

定
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
い
た
し

ま
し
て
、
本
年
度
は
、
総
合
計
画
に

市
民
の
意
見
を
幅
広
く
反
映
さ
せ
る

た
め
、
市
民
５
千
人
を
対
象
に
「
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
を
実
施
す
る
ほ
か
、
様
々
な
角

度
か
ら
本
市
に
関
す
る
調
査
・
分
析

を
行
う
な
ど
基
礎
調
査
、
資
料
づ
く

り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、

そ
れ
ら
の
資
料
を
も
と
に
素
案
づ
く

り
を
行
い
、
市
民
各
層
の
方
々
を
委

員
と
し
た
「
阿
南
市
総
合
計
画
審
議

会
」
を
設
置
し
、
幅
広
い
御
意
見
・

御
提
言
を
い
た
だ
く
中
で
計
画
づ
く

り
を
進
め
、
総
合
計
画
と
し
て
取
り

ま
と
め
を
行
っ
た
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
市
議
会
へ
御

報
告
い
た
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

● 

庁
舎
建
設

　

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
い
、
本

年
度
中
に
は
、
新
庁
舎
の
空
間
構
成

や
配
置
計
画
等
を
具
体
化
す
る
「
基

本
設
計
」
に
取
り
か
か
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

設
計
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
発
注

者
と
受
注
者
が
互
い
に
連
携
を
図
り

な
が
ら
具
体
的
な
作
業
を
進
め
る
こ

と
が
出
来
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
り
設
計
者
を
決
定
し
、
庁
舎
機

能
の
充
実
や
安
全
性
の
確
保
は
も
と

よ
り
、
敷
地
の
有
効
活
用
、
周
辺
環

境
と
の
調
和
な
ど
、
質
の
高
い
建
築

設
計
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

● 

地
域
公
共
交
通

　

高
齢
者
や
、
子
ど
も
な
ど
の
交
通

弱
者
に
対
す
る
移
動
手
段
を
確
保
し

て
い
く
た
め
に
、
バ
ス
交
通
の
維
持

や
交
通
空
白
地
域
の
解
消
な
ど
、
市

民
生
活
の
基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
と
交
通
事
業
者
、

行
政
が
協
働
し
て
公
共
交
通
を
支
え

て
い
く
意
識
と
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
本
年
３
月
、「
阿

南
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計

画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
連
携
計
画
に
基
づ
き
、
本
年

11
月
か
ら
平
成
22
年
度
に
か
け
ま
し

て
、
実
証
運
行
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
、
ル
ー
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
方
々
が
多
く
利
用
さ
れ
る
大

店
舗
、
病
院
、
学
校
等
を
巡
回
す
る

運
行
ル
ー
ト
を
選
定
し
、
阿
南
駅
か

ら
阿
南
医
師
会
中
央
病
院
、
大
京
原

橋
、
阿
南
共
栄
病
院
、
道
の
駅
、
那

賀
川
大
橋
を
経
由
し
て
阿
南
駅
へ
戻

る
西
回
り
コ
ー
ス
と
、
逆
に
廻
る
東

回
り
コ
ー
ス
を
１
日
３
回
ず
つ
、
合

わ
せ
て
６
回
を
徳
島
バ
ス
阿
南
株
式

会
社
が
運
行
す
る
計
画
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

な
お
、
運
行
時
間
や
運
行
ル
ー
ト

に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
、
徳
島
バ

ス
及
び
阿
南
バ
ス
各
社
の
利
用
状
況

や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
更
に

検
討
を
加
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

● 

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

　

工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
野
・
椿
・
橘
の
各
小
学
校
に

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
か

ら
、
学
校
行
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
、

夏
休
み
期
間
中
に
基
礎
工
事
を
終
え
、

現
在
、
電
柱
等
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を

架
設
す
る
た
め
の
装
着
金
具
等
の
詳

細
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
セ
ン
タ

ー
設
備
設
置
場
所
で
あ
る
那
賀
川
支

所
の
改
造
工
事
及
び
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

局
舎
の
設
置
工
事
を
行
い
、
映
像
及

び
通
信
用
の
機
器
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
本
事
業
で
整
備
を
予
定
し
て

い
る
各
地
域
に
お
き
ま
し
て
、
光
フ

ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
伝
送
路
を
加
入
者

宅
付
近
ま
で
敷
設
し
、
平
成
22
年
２

月
末
ま
で
に
、
阿
南
市
情
報
通
信
基

盤
施
設
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
と
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
阿
南
市
情
報
通
信
基

盤
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
の
施

設
と
し
て
、
阿
南
市
情
報
通
信
基
盤

施
設
条
例
を
制
定
し
、
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
り
、
施
設
の
管
理
を
民
間

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者
に
委
任
す

る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

● 

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

　

８
月
６
日
に
、
入
札
説
明
会
及
び

橘
町
小
勝
で
の
現
地
見
学
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
15
社
31
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
」
に
基
づ
く

「
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
」
を
採
用
し
て
お
り

ま
す
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
民

間
事
業
者
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
提
案

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

10
月
上
旬
に
は
、
入
札
参
加
者
か

ら
の
本
事
業
に
対
す
る
「
参
加
表
明

書
」
及
び
「
参
加
資
格
審
査
申
請
書

類
」
を
受
け
付
け
、
入
札
参
加
資
格

要
件
の
審
査
を
行
っ
た
後
、
10
月
中

旬
ま
で
に
は
審
査
結
果
を
す
べ
て
の

事
業
者
に
通
知
す
る
予
定
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
か
ら
実
施
し
て

お
り
ま
し
た「
生
活
環
境
影
響
調
査
」

の
現
況
調
査
も
今
月
末
に
終
え
る
予

９月定例市議会 市長所信
　９月議会が９月４日から24日までの21日間の日程で開催されました。
　開会日には、議案審議に先立ち、当面する市政の重要課題につきまして、市長より所
信が表明されます。
　今議会で表明された主な内容につきましては、次のとおりです。
＊なお、紙面の関係で一部を抜粋し、要旨部分のみ掲載しています。全文をご覧になりたい方は、市ホーム

ページをご覧ください。また、後日作成されます市議会会議録は市立図書館等で閲覧することができます。
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● 

阿
南
市
女
性
１
０
０
人
委

　

 

員
会

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
の
施

策
に
女
性
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
設
置
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
現
在
、「
広
報
あ
な
ん
」
を

通
じ
ま
し
て
委
員
の
募
集
を
行
っ
て

お
り
、
早
い
時
期
に
第
１
回
目
の
会

合
を
開
催
い
た
し
た
く
、
諸
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

委
員
会
の
具
体
的
な
活
動
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
検
討
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

委
員
の
任
期
は
２
年
と
し
、
任
期
を

通
じ
て
市
行
政
の
各
分
野
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
委
員
会

と
し
て
の
意
見
・
提
案
を
「
提
言
書
」

と
し
て
取
り
ま
と
め
、
提
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

女
性
の
視
点
か
ら
多
く
の
御
意
見
を

い
た
だ
き
、「
住
み
た
い
」「
住
み
や

す
い
」「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
阿
南
市
づ
く
り
に

活
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
、
期
待
を

寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
来
月
発
行
さ
れ

ま
す
「
阿
南
市
議
会
だ
よ

り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
、
集
計
結

果
の
分
析
・
予
測
等
を
行
っ
た
後
、

地
元
説
明
会
を
開
催
し
、
地
域
住
民

の
皆
様
方
に
御
説
明
を
い
た
す
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
施
設
の
整
備
に
関
す
る
進
捗
状

況
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

市
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

情
報
を
提
供
し
、
市
民
の
皆
様
に
安

心
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
と
地
域
に

優
し
い
施
設
に
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

● 

市
道
佃
町
滝
ノ
下
線
道
路

　

 

改
築

　

現
況
の
道
路
は
交
通
量
が
多
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
幅
員
が
狭
小
で
、

交
通
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
度
、
市
の
重
要
施
策
の

一
つ
と
し
て
道
路
整
備
を
行
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

事
業
区
域
は
、
県
道
富
岡
港
線
か

ら
市
道
滝
ノ
下
日
開
野
線
を
結
ぶ
区

間
の
、
延
長
３
４
０
メ
ー
ト
ル
、
有

効
幅
員
は
18
メ
ー
ト
ル
、
総
事
業
費

は
約
11
億
円
を
予
定
し
て
お
り
、
地

方
道
路
整
備
の
た
め
新
た
に
創
設
さ

れ
た
、
地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金

に
よ
る
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
計
画

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
に
測
量
設
計
業
務
を
行
い
、

平
成
22
年
度
か
ら
用
地
取
得
に
着
手

し
、
平
成
25
年
度
を
目
途
に
完
成
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
道
路
改
築
事
業
に
よ
り
、
駅

周
辺
の
交
通
混
雑
及
び
防
災
上
の
問

題
点
が
解
消
さ
れ
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
こ

と
か
ら
、
早
期
完
成
に
向
け
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

● 

生
産
者
と
消
費
者
の
交
流

　

 

施
設

　

昨
年
５
月
、
阿
南
市
地
場
産
業
振

興
事
業
研
究
会
を
設
立
し
、
先
進
地

視
察
や
出
品
計
画
等
に
つ
い
て
、
調

査
・
研
究
を
行
い
、
施
設
設
置
の
有

効
性
や
方
向
性
な
ど
が
検
討
さ
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
７
月
23
日
、

研
究
会
会
長
か
ら
「
交
流
施
設
設
置

に
つ
い
て
の
建
議
」
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
有

効
性
は
十
分
に
あ
る
が
、
多
額
の
資

本
投
資
や
運
営
主
体
の
明
確
化
な
ど
、

様
々
な
課
題
が
残
っ
て
お
り
、
今
後
、

関
係
機
関
相
互
の
合
意
形
成
を
確
立

す
る
と
共
に
、
詳
細
な
収
支
計
画
等

を
策
定
し
、
交
流
施
設
設
置
に
向
け
、

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。」
と

の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
御
提

案
い
た
だ
き
ま
し
た
建
議
に
基
づ
き
、

今
後
、
候
補
地
の
立
地
条
件
や
購
買

力
、
ま
た
、
主
た
る
運
営
機
関
と
の

資
本
投
資
の
協
議
を
進
め
る
た
め
、

詳
細
な
内
容
を
検
討
す
る
「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
諸

問
題
の
解
決
を
図
り
な
が
ら
、
交
流

施
設
設
置
の
可
能
性
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

● 

緊
急
雇
用
対
策

　

本
年
４
月
か
ら
、
国
の
緊
急
雇
用

対
策
に
よ
る
県
交
付
金
を
活
用
し
た

「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事

業
」
及
び
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」

を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
で
委
託
事
業

も
含
め
35
人
を
雇
用
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
新
た
な
緊
急
雇
用
対
策
と

し
て
、
森
林
の
保
全
管
理
や
小
学
校

で
の
特
別
支
援
指
導
員
事
業
な
ど
４

事
業
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
事
業
と

し
て
、
橋
梁
や
河
川
の
調
査
、
児
童

ク
ラ
ブ
の
運
営
強
化
な
ど
３
事
業
、

合
わ
せ
て
15
人
程
度
の
雇
用
を
見
込

ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
よ
り
商
工
会

議
所
等
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る

地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
で
は
、
求

職
者
の
能
力
を
養
成
す
る
た
め
の
各

種
講
座
、
新
た
な
分
野
で
雇
用
拡
大

を
め
ざ
す
事
業
主
向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス

創
造
セ
ミ
ナ
ー
、
就
職
面
談
会
等
を

開
催
し
、
こ
れ
ま
で
２
年
間
で
１
８

０
人
余
り
の
雇
用
実
績
を
あ
げ
て
お

り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
は
、
緊
急
性
と
合
わ
せ

て
、
先
を
見
据
え
た
中
長
期
的
な
取

り
組
み
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
３
年
目
と
な
る
地
域
雇
用
創
造

推
進
事
業
を
は
じ
め
、
市
内
事
業
所

へ
の
就
職
促
進
活
動
、
雇
用
創
出
に

つ
な
が
る
技
術
開
発
に
向
け
た
産
・

官
・
学
の
連
携
強
化
な
ど
、
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
て
継
続
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

● 

次
世
代
育
成
支
援
後
期
行

　

 

動
計
画

　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
は
、
社
会

全
体
で
子
育
て
の
し
や
す
い
環
境
を

整
え
る
た
め
、
国
を
は
じ
め
地
方
公

共
団
体
、
事
業
主
及
び
国
民
が
一
体

と
な
り
、
ま
さ
に
国
を
挙
げ
て
行
う

支
援
行
動
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
推
進
法
に
基
づ
き
、

平
成
16
年
度
に
「
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
本
市
の
支

援
策
を
明
ら
か
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
前
期
５
カ
年
計
画
が
、
平
成
21

年
度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
こ
れ
か
ら
先
５
年
間
に
わ
た

る
後
期
行
動
計
画
を
策
定
い
た
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
国
を
挙
げ
た
子
育

て
支
援
策
の
一
環
で
あ
る
と
と
も
に
、

市
と
し
て
も
、
子
育
て
親
子
が
住
み

た
く
な
る
よ
う
な
阿
南
市
づ
く
り
を

実
践
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
の
社
会
情
勢
の
推
移
や

市
民
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
把
握
し
な
が

ら
、
時
代
に
即
し
た
計
画
と
な
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
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10月１日は浄化槽の日
 年１回　浄化槽の水質検査を受けましょう！ 

◆法定検査
   浄化槽を設置している場合は、法律により１年に１回、放流
水の水質検査を受検することが義務づけられております。
　この検査は、徳島県知事が指定した機関である㈳徳島県環境
技術センターが実施致しますので、通知があった場合は、必ず
受検してください。

平成18年２月１日の浄化槽法改正により未受検者には罰
則規定も設けられました

◆保守点検
　浄化槽の保守点検は、県知事登録の業者に委託してください。
　浄化槽の保守点検は２〜４ヶ月に１回以上実施しなければな
りません。
　この保守点検を行うためには、専門的な知識や器具が必要で
すので、県知事に登録した専門業者に委託して実施してください。
◆清　　掃
　浄化槽の清掃は、１年に１回以上必要です。
　浄化槽の清掃は１年に１回以上実施することが義務づけられ
ています。市町村長が 許可した業者に委託してください。
問い合わせは　県知事指定検査機関

㈳徳島県環境技術センター　☎088−636−1234
環境保全課　　　　　　　　☎22−3413

11月１日は「とくしま教育の日」
　11月１日から11月７日までは「とくしま教育週間」として
います。
　「教育の日」は「子どもたちのため」にあります。
　子どもたちを取り巻く、家庭・学校・地域住民である大人が
協力して、次代を担う子どもたちのよりよい成長を促すことが
大切です。
　市民一人一人が、子どもたちの教育に関心を持って活動をし
ていきましょう。
　まず、学校や教育委員会の実施している「教育の日」や「教
育週間」の行事に参加しましょう。

各幼・小・中学校では、「とくしま教育週間」にちなんで、
10 月〜 11 月に授業参観をはじめ、さまざまな行事を
予定しています。

問い合わせは　教育委員会学校教育課（☎22－3390）・阿南市
退職校長会　古川良夫（☎36－2435）へ　　　　　　　

秋の祭典　阿南市文化祭
　平成21年度・第38回阿南市文化祭を、11月１日㈰
から３日㈫まで、および11月７日㈯から11月８日㈰
まで、（一部の行事は10月29日㈭、31日㈯）の日程で、
夢ホール（阿南市文化会館）を中心会場として開催し
ます。
　ぜひ、お誘い合わせのうえ、多数ご鑑賞ください。
【夢ホール】11月１日〜３日…美術展
　　　　　　11月１日〜３日…華道展（各流派）
　　　　　　11月１日〜３日…茶会（裏千家）
　　　　　　11月１日　　　…茶会（表千家流）
　　　　　　11月１日　　　…舞踊祭
　　　　　　11月３日　　　…音楽祭
　　　　　　11月７日、８日…学童展、
　　　　　　　　　　　　　　 人権教育コーナー
　　　　　　　　　　　　　　 阿南の夏祭り写真展
　　　　　　11月７日　　　…中学校音楽祭
【市民会館】10月29日　　   …小学校音楽会
【ひまわり会館】
　　　　　　10月31日　　   …短歌大会
　　　　　　11月１日　　　…俳句大会
【富岡公民館】
　　　　　　11月１日〜３日…寒らん展、盆栽展
　　　　　　11月７日、８日…学童展、
　　　　　　　　　　　　　　 勤労青少年ホーム展
【市役所駐車場】
　　　　　　11月３日　………日本鶏展示会
★音楽祭には、AMA３市の文化交流のため、安芸市
より「コーラスひなげし」、室戸市より「室戸市民合
唱団」の皆様が友情出演いたします。
★美術展作品の受付・搬入
　10月25日㈰　９時半〜12時、夢ホールで行います。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

Ａ
Ｍ
Ａ
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

基
づ
く
文
化
交
流
に
つ
い
て

　

四
国
東
南
海
岸
１
８
４
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
癒
し
の
Ａ
Ｍ
Ａ
ロ
ー
ド
と
し
て
、

四
国
最
東
端
〝
光
の
ま
ち
〟
阿
南
市
、

太
平
洋
に
臨
む
〝
海
洋
深
層
水
の
ま

ち
〟
室
戸
市
、
土
佐
湾
に
面
す
る
〝

歴
史
と
童
謡
の
ま
ち
〟
安
芸
市
が
県

境
を
越
え
た
三
市
の
広
域
観
光
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
、
こ
の
た
び
三
市
の
団
体
が
提

携
し
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
三
市
の
文
化
交
流
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
第
１
回
は

音
楽
を
中
心
に
交
流
を
行
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

日　
時　
11
月
３
日
㈫
・
㈷　

午
前

10
時
30
分
か
ら

場　
所　
文
化
会
館
「
夢
ホ
ー
ル
」

内　
容　
合
唱
、
合
奏
を
中
心
と
し

た
音
楽
の
交
流

出
場
市　
阿
南
市
、
室
戸
市
、
安
芸

市問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
文
化
祭
実

行
委
員
会
事
務
局
（
☎
21

－

０
８
０

８
）
へ

秋
は
キ
ノ
コ
の

季
節
で
す

　

現
在
、
市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
阿

南
の
「
自
然
環
境
・
民
俗
」
の
編
さ

ん
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

秋
に
な
れ
ば
阿
南
の
山
林
や
竹
林

な
ど
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
キ
ノ
コ
が

生
え
て
来
ま
す
。
も
し
、
め
ず
ら
し

い
キ
ノ
コ
を
見
つ
け
ら
れ
た
ら
、
ぜ

ひ
阿
南
市
史
編
さ
ん
室
ま
で
ご
一
報

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
昔
か
ら
使
わ
れ
て
お

ら
れ
る
珍
し
い
生
活
用
具
や
お
年
寄

り
か
ら
語
り
継
が
れ
て
き
た
〝
し
き

た
り
〟
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
史
編
さ
ん

室
（
☎
22

－

１
５
７
３
）
へ
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情報文化センターからのお知らせ

問い合わせは　阿南市情報文化センター（☎ 44−5000）へ
◎10月の休館日：５日、12日、13日、19日、26日

●「第12回クリスマス・ライブ」出演者募集

　ロックバンドからアコースティック・ギターの弾き語りま
で、今年も世代を超えた熱い演奏を待ってます！
日　時　12月20日㈰　午後１時開演予定
会　場　コスモホール（阿南市情報文化センター）
出演組数　公募による12組程度
参加料　無料
入場料　無料
応募要項　
①阿南市在住でロック、ポップス、フォーク等の楽器演奏お

よび歌唱をされる個人またはグループ（グループの場合は

メンバーに市民１名以上を含むこと）。
②演奏時間は１組15分以内（セッティング時間を含まな

い）。
③演奏曲目はジャンルを問わず、オリジナルでもコピーでも

可。ただし１曲は「クリスマス」をテーマとする曲を演奏
のこと。

④主催者が準備する機材は「アンプ」「マイク」「ピアノ」
「ドラムセット」です。その他の楽器および機材は各自で
持参いただきます。

★おもしろ科学実験（参加無料）

　毎週土・日曜日 11:00 と 14:00 から、秋休み中の平日は
14:00 から実施。詳しい内容は科学センターまでお問い合わ
せください。

実施日時 テーマ
10月 3日㈯ 磁石や電流が作る磁界のようすを見てみよう

 4日㈰ 秋に咲く花の花粉を顕微鏡で観察しよう
8日㈭ 地震の科学　地震に強い建物実験
9日㈮ ビニルぶくろを火であぶるとどうなるだろう

10日㈯ 秋、夕焼け空はなぜ赤い、実験してみよう
11日㈰ 磁石の性質を調べよう１
17日㈯ 食塩水で虹をつくろう
18日㈰ 電流が磁界から受ける力を調べよう
24日㈯ 磁石の性質を調べよう２
25日㈰ 水はマイナスでも凍らない？
31日㈯ ダイヤモンドダストをつくろう

★科学の広場（参加無料）

　幼児向け。10：30 と 13：30 から実施。

実施日時 テーマ
10月12日㈪ プラコプターを飛ばそう

★青少年のための科学の祭典 2009 徳島大会（参加無料）

　11 月 29 日㈰、科学センターにおきまして、恒例の「青
少年のための科学の祭典 2009　徳島大会」が行われます。
当日は、県内各地の学校関係者、企業、団体などから子ども
から大人まで楽しめる約 30 の科学体験、実験ができるブー
スが出展されます。
　出展予定のブースやテーマなどは、広報 11 月号をご覧く
ださい。
開催日時　11 月 29 日㈰　9：30 〜 16：00
入 館 料　無料

★10月3日㈯は中秋の名月

　秋と言えば、お月見が連想される季節ですが、今月 3 日
は月が最もきれいに見られると言われている中秋の名月で
す。
　中秋とは、ちょうど秋の真ん中という意味があり、旧暦で
は 7 月、8 月、9 月を秋と呼んでいたことから、その真ん中
にあたる旧暦 8 月 15 日に見られる月のことを「中秋の名月」
と呼んでいます。
　また、一般的に中
秋の名月は必ず満月
と思われているよう
ですが、年によって
は満月にならないこ
ともあります。今年
は、 翌 日 の 4 日 が
満月、3 日の中秋の
名月の日は、ほんの
少しだけ月の左側が欠けて見えます。（写真は 2000 年の中
秋の名月）
　なお、天文館では 10 月 3 日㈯に開催する天体観望会は、
この中秋の名月を中心に見ていきます。ぜひ、きれいな名月
を見に天文館までお越しください。

★ 夜間天体観望会

　大型天体望遠鏡を使った天体観望会を下記のとおり行って
います。その時期に見える天体を 5 個〜 10 個程度見ていき
ます。
毎週土曜日の夜間　19:00 から、20:00 から、21:00 からそ
れぞれ 50 分程度
要予約　有料（大人300円、高校生250円、小中学生200
円、幼児無料）

科学センターからのお知らせ

問い合わせは　阿南市科学センター（☎42−1600　FAX 42−3652）へ
◎休館日：10月５日㈪、13日㈫、19日㈪、26日㈪　◎ホームページ：http://www.ananscience.jp/science/

　上記のイベントの他に、大型天体望遠鏡を使った昼間の観
望会も実施しています。詳細はお問い合わせください。
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ニュースオアシス

阿南で初の国際会議が開催
半導体ナノ構造の研究者が集う

　阿南市で初めての国際会議が８月10日
から14日までの５日間阿南高専を主会場
として、ドイツやアメリカ、イスラエルや
ブラジル、中国など12カ国113人の第一
線で活躍されている半導体の研究者が集ま
りました。
　半導体とは、電気を通しやすい導体と電
気を通さない絶縁体との中間の性質を持つ
物質のことで、ナノ構造とは、その大きさ
がナノメートル（10 億分の１メートル）
の構造の総称とされています。いわば、そ
れほど小さな物質を利用開発する世界最先
端の研究会議が行われたということになり
ます。
　同会議はイタリアで開かれた第一回会議
で基調講演をした阿南高専の塚本史郎教授
の呼びかけで実現しました。
　半導体を利用したＬＥＤ（発光ダイオー
ド）が輝く「光のまち阿南」に初めて来ら
れた世界の研究者たちはどのように感じら
れたことでしょうか。

阿南高専にて研究内容を発表している研究者のようす。

野球のまちに、大阪市立大
学野球部が初合宿

　“野球のまち・阿南”に初めて合宿
した大阪市立大学野球部が無事に全
日程を終えて、８月11日に帰阪し
ました。
　同大学野球部50名は、８月５日
から桑野町にあるアグリあなんスタ
ジアムを主会場に練習しており、球
場等の施設の状況や関係者の真摯な
対応に、「さすが野球のまちと言わ
れるだけのことがある」と大感激の
ようすでした。
　同大学野球部の合宿は今まで高知
県の四万十市や長野県でしていたそ
うですが、大阪からの近距離に加え
て、地元の対応と球場の魅力に、
「来年３月の春季合宿もぜひここ
で」と選手たち。
　同大学野球部の前監督で、合宿の
橋渡しをされた近畿学生野球連盟の
後藤忠彦専務理事も「野球のまち、
阿南の魅力を他校にも紹介したい」
と話していました。

富岡幼稚園ＰＴＡが
文部科学大臣表彰

　全国で意義のある活動を行ってい
るＰＴＡ団体として、８月７日富岡
幼稚園ＰＴＡが、文部科学大臣表彰
を受賞しました。
　同ＰＴＡは現在会員 92 名で、毎
月園児の誕生会には「エプロン先生」
として保護者がおやつづくりに取り
組んだり、朝の登園時には交替で門
に立ち「あいさつのことばかけ」や

「交通指導」を行っています。
　またその他に、手話コーラスを学
んで、地域の人権研修会や子どもフ
ェスティバル等で、保護者と園児が
一緒になって発表するなどの活動が
評価されました。
　同園は、保護者がそれぞれ得意な
分野で活動し、会員同士や親子での
ふれあいにより、園児の園生活を豊
かなものにすることができていると
喜んでいます。

アグリあなんスタジアムで練習しているようす。

賞状を手に、富岡幼稚園ＰＴＡの役員さんたち。
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比国タナワン市長が表敬訪問

　フイリピン国のタナワン市長ら13
名の一行が８月12日、市内企業の視
察を終えた後、表敬訪問のため来庁さ
れ、岩浅市長と会談しました。
　説明によると、首都マニラの南方
65㎞に位置したタナワン市は、人口
約14万人の町で従来の農業に加えて
都市化が進むなど、発展が著しく躍動
的な市だそうです。
　近年、比国の政情も安定しているこ
とから国際的な企業の進出も多く、日
本からホンダなどの企業も立地してい
るとのことで、タナワン市長は、気候
風土も穏やかで住みやすいので、ぜひ
阿南からも来ていただきたいと熱心に
ＰＲしていました。
　一行には次期大統領候補の一人と目
されるカノーバス比国電気通信委員長
も同行。表敬後、訪問団はうず潮や阿
波踊りなどを見学し、14日に帰国し
ました。

阪大教授陣らが市内の中高
生・高専生たちに熱く語る

　８月27日、市内の中高生・高専生
を対象に大阪大学で教鞭を取っていた
名誉教授陣らによる講演会がひまわり
会館で行われました。これは、平成
19年12月に大阪大学との間で締結し
た連携協力協定に基づくものです。
　国内溶接工学の権威で元工学学部長
の豊田政男さんからは「人の美しい魅
力を創るもの」と題して、集まった学
生たちに、知識は力であり、生きた学
問、知識を身につけて欲しいと熱く語
りかけました。続いて、民間会社で長
年にわたって人材育成に関わった松本
潤さんからは、自らの学生時代を振り
返りながら、人間社会で働くことはど
ういうことか、今何をなすべきか、考
察すべき方向を提示。夏の残暑にも負
けない、阪大教授陣らの熱いメッセー
ジを学生たちはしっかりと受け止めて
いました。

全国から泳力自慢が集う
オープンウォータースイム

　西日本随一の美しさといわれる北の
脇海水浴場（中林町）で泳力を競う
「あなんオープンウォータースイム大
会」が８月22日行われました。
　今回で４回目の開催と、すっかり定
着したこの大会に全国18都府県から
255名の泳力自慢のスイマーが出場。
同海水浴場のエリア内に設けられた
50ｍ〜３㎞の各コースで残暑の暑さ
に負けない熱い闘いが繰り広げられて
いました。
　この競技は、近年の自然・健康ブー
ムもあって急激に競技者人口を増やし
ており、昨年行われた北京オリンピッ
クでも正式種目に採用されるまでにな
っています。国内各地で行なわれてい
る他大会出場経験者たちも、約２㎞の
長さを誇る北の脇海水浴場の海に満足
していました。

ニュースオアシスNews Oasis
タナワン市のアキノ市長と友好の握手をする岩浅市長。 講演後、「学生時代にやらなければいけないこと」をテーマにパネルディスカッションも行われました。

スタート直後、海に入り泳ぐ態勢を整える競技者たち。
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齢
、
住
所
及
び
電
話
番
号
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
ご
記
入
の
う
え
、
左
記

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
７
７
９

－

１
１
０
１
羽
ノ
浦
町
中

庄
神
木
50

－

１　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
き

い
き
ネ
ッ
ト
と
く
し
ま
県
南
支
部

メ
ー
ル
ア
ド
レ
スinfo@

ikiikinet.org

問
い
合
わ
せ
は　
同
事
務
局
（
☎
０

９
０

－

８
６
９
０

－
３
７
０
４
）
へ

「
県
内
一
斉
『
法
務
局
く
ら
し
の

相
談
所
』」
の
開
設
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
、
徳
島
地
方
法
務
局
で

は
、
よ
り
多
く
の
県
民
の
皆
様
に
親

し
み
を
持
っ
て
法
務
局
を
ご
利
用
い

た
だ
く
た
め
、
無
料
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

　

相
続
や
会
社
の
登
記
、
地
代
、
家

賃
、
隣
近
所
や
お
子
様
の
こ
と
な
ど

で
、
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
、
ご
相
談

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
時　
10
月
４
日
㈰　

午
前
10
時

初
心
者
対
象

パ
ソ
コ
ン
教
室

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
と

く
し
ま
で
は
、
初
心
者
の
方
を
対
象

に
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間　
11
月
７
日
㈯
〜
12
月
５

日
㈯　

毎
週
土
・
日
曜
日
（
①
コ
ー

ス
13
時
〜
14
時
50
分
、
②
コ
ー
ス
15

時
10
分
〜
17
時
）

開
催
場
所　
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

講
座
内
容　
▼
ワ
ー
ド
２
０
０
３
講

座
（
土
曜
日
開
催
：
３
回
連
続
）
▼

ワ
ー
ド
２
０
０
７
講
座
（
日
曜
日
開

催
：
３
回
連
続
）
▼
デ
ジ
タ
ル
写
真

講
座
（
11
月
28
日
㈯
、
29
日
㈰
、
12

月
５
日
㈯
開
催
）　

※
各
講
座
と
も
①
②
コ
ー
ス
を
選
択

受
講
料　
３
千
円

申
込
締
切　
定
員
（
15
名
）
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法　
は
が
き
又
は
メ
ー
ル
に

て
、
講
座
名
と
コ
ー
ス
、
氏
名
、
年

ひろ
ば

市
民
の
情報

〜
午
後
３
時

場　
所　
徳
島
地
方
法
務
局
阿
南
支

局
（
日
開
野
町
）

相
談
内
容　
登
記
・
供
託
・
戸
籍
・

人
権
に
関
す
る
相
談
全
般

※
国
籍
に
つ
い
て
は
、
㈱
そ
ご
う
徳

島
店
７
階
特
設
会
場
へ
お
越
し
願
い

ま
す
。

担
当
者　
法
務
局
職
員

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
地
方
法
務
局

総
務
課
（
☎
０
８
８

－

６
２
２

－

４

３
１
８
）
へ

「
法
の
日
」
の
行
事
と
し
て

無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す

日　
時　
10
月
15
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場　
所　
徳
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所

（
徳
島
市
）

相
談
内
容　
弁
護
士
に
よ
る
法
律
一

般
で
す
。

※
は
が
き
も
し
く
は
電
話
に
よ
る
予

約
制
と
し
、
80
人
（
１
人
20
分
と
し
、

午
前
・
午
後
各
40
人
）
を
限
度
と
し

ま
す
。

は
が
き
に
よ
る
申
し
込
み

　

は
が
き
に
連
絡
先
の
郵
便
番
号
、

住
所
、
指
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

10
月
９
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
希
望
者
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
〒
７

７
０

－

８
５
２
８　

徳
島
地
方
裁
判

所
総
務
課
「
相
談
係
」（
☎
０
８
８

－

６
５
２

－

３
１
４
１
）
へ

し
ょ
う
が
い
者

職
業
訓
練
生
の
募
集

　

兵
庫
県
伊
丹
市
に
あ
る
国
立
県
営

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
は
、

平
成
22
年
度
訓
練
生（
４
月
入
校
生
）

を
募
集
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
直
接
左
記
の
連
絡
先

又
は
居
住
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業

安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
対
象
者　
身
体
し
ょ
う
が
い
者

募
集
科
目　
▼
１
年
制
（
Ｏ
Ａ
シ
ス

テ
ム
科
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科
・

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
イ
ン
テ
リ
ア
Ｃ

Ａ
Ｄ
科
）
▼
６
ヵ
月
制
（
オ
フ
ィ
ス

ワ
ー
ク
事
務
科
）

受
付
期
間　
10
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

選
考
日　
11
月
11
日
㈬

問
い
合
わ
せ
は　
国
立
県
営 

兵
庫

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
☎
０
７

２

－

７
８
２

－

３
２
１
０
）
へ

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

　

み
ん
な
と
一
緒
に
五
感
（
見
る
・

聞
く
・
触
る
・
嗅
ぐ
・
味
わ
う
）
を

つ
か
っ
て
自
然
と
楽
し
く
あ
そ
ん
で

学
ん
で
お
も
し
ろ
さ
発
見
！

対
象
者　
小
学
生
以
上
（
幼
児
は
保

護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。）

日　
時　
10
月
11
日
・
11
月
８
日
・

12
月
13
日　

毎
月
第
２
日
曜
日
午
前

10
時
〜
正
午

場　
所　
東
部
自
然
公
園（
才
見
町
）

内　
容　
▼
10
月
11
日
「
秋
色
い
っ

ぱ
い
」
ク
ラ
フ
ト
〜
種
の
飛
び
方
か

ら
学
び
色
々
な
飛
ぶ
も
の
を
作
る
。

▼
11
月
８
日
「
秋
の
不
思
議
な
色
や

音
」
秋
の
自
然
を
満
喫
し
た
後
、
グ

ル
ー
プ
で
ポ
エ
ム
づ
く
り
。
▼
12
月

13
日
「
冬
じ
た
く
」
生
き
物
質
問
、

動
物
交
差
点
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
し
な

が
ら
…
。

準
備
物　
運
動
で
き
る
服
装
で
帽
子

と
水
筒
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
参
加
費
無
料
。
保
険
料
と
し
て
１

人
あ
た
り
１
０
０
円
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
波
南
部
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会　

松
田
（
☎
０
８

０

－

５
６
６
５

－

１
５
６
７
）
へ
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日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
受
講
生
募
集

会　
場　
富
岡
公
民
館

日　
程　
前
期
10
月
17
日
〜
11
月
28

日　

後
期
12
月
12
日
〜
２
月
27
日

毎
週
土
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
12

時
30
分　

※
11
月
28
日
の
み
午
後
５

時
ま
で
。

講　
師　
徳
島
県
国
際
交
流
協
会
講

師　

元
木
佳
江
先
生
（
前
期
）・
山

田
多
佳
子
先
生
（
後
期
）

受
講
料　
無
料

教
科
書　
み
ん
な
の
日
本
語
Ⅰ
、
Ⅱ

（
各
２
，
５
０
０
円
）
を
使
用
。
教

科
書
は
個
人
負
担
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
国
際
交
流

協
会
（
☎
23

－

５
５
９
９
）
へ

「
60
歳
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」

映
画
上
映
会

　

長
年
連
れ
添
っ
た
夫
婦
が
、
感
謝

の
言
葉
を
は
が
き
に
綴
る
応
募
企
画

「
60
歳
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
に
着
想
を

得
た
作
品
で
す
。
歳
を
重
ね
て
こ
そ

感
じ
る
迷
い
や
焦
り
、
喜
び
や
幸
せ

を
描
き
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
ど
う
人
生

を
歩
ん
で
い
く
か
、
ど
う
生
き
る
か

を
問
い
か
け
ま
す
。

日　
時　
10
月
17
日
㈯　

①
午
後
２

時
〜　

②
午
後
６
時
30
分
〜

場　
所　
文
化
会
館
夢
ホ
ー
ル

入
場
料　
前
売
１
，
０
０
０
円

当
日
１
，
３
０
０
円
、
シ
ニ
ア
（
60

歳
以
上
）
１
，
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
は　
あ
な
ん
で
映
画
を

見
よ
う
会　

篠
原
（
☎
22

－

９
８
５

９
）
へ

供
託
の
新
し
い
制
度
〜
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
・
電
子
納
付
に
つ
い
て

　

法
務
局
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
供

託
（
地
代
・
家
賃
弁
済
供
託
等
）
手

り
利
用
し
や
す
い
制
度
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

供
託
手
続
き
、オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
・

電
子
納
付
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は
、

法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w.m
oj.go.jp/

）

ま
た
は
徳
島
地
方
法
務
局
供
託
課

（
☎
０
８
８

－

６
２
２

－

４
８
６
７
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

徳
島
矯
正
展
の
開
催
に

つ
い
て

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一
環

と
し
て
、
刑
務
所
や
少
年
院
に
収
容

さ
れ
て
い
る
受
刑
者
等
の
活
動
の
よ

う
す
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
刑
務

所
作
業
製
品
の
展
示
即
売
会
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

日　
時　
10
月
24
日
㈯　

午
前
９
時

〜
午
後
３
時
30
分

場　
所　
徳
島
刑
務
所
（
徳
島
市
入

田
町
）

問
い
合
わ
せ
は　
同
刑
務
所
企
画
部

門
（
☎
０
８
８

－

６
４
４

－

０
１
１

４
）
へ

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
方
々
へ

－

通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し

し
て
お
り
ま
す

－

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る

次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

こ
ら
れ
た
方
で
、
上
陸
港
の
税
関
・

海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券

な
ど

○
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
領
事

館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
な
ど
の

う
ち
、
日
本
に
送
還
さ
れ
た
も
の

　

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
ば
か

り
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
で
も
結
構

で
す
。

　

お
心
当
た
り
の
方
は
、
最
寄
り
の

税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
小
松
島
税
関
支
署

（
☎
０
８
８
５

－

３
２

－

０
３
２
６
）

へ
第
２
回
小
学
生
タ
ッ
ク
ス

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

　

親
子
（
家
族
・
友
人
）
で
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
税
の

重
要
性
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日　
時　
11
月
14
日
㈯　

集
合
午
前

８
時
30
分　

解
散
午
後
４
時

集
合
・
解
散
場
所　
Ｊ
Ｒ
阿
南
駅
東

口
（
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
１
階
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ　
徳
島
市
眉

山
山
頂
と
新
町
川
の
船
上

対
象
者　
小
学
４
〜
６
年
生
と
保
護

者
。
※
参
加
費
無
料
。
定
員
あ
り
。

申
込
期
限　
10
月
23
日
㈮

問
い
合
わ
せ
は　

㈳
阿
南
法
人
会

（
☎
23

－

１
０
５
５
）
へ

阿南高専『図書館』は、
阿南市在住の皆様もご利用できます！

　阿南工業高等専門学校の敷地内にある学校図書館ですが、
皆様も本校の学生と同じようにご利用になれます。
　どなたでも貸出カードをお作りできますので，ぜひご利
用ください。
〔※貸出カード作成に際し，運転免許証または健康保険証

など身分を明らかにする書類の提示が必要です。〕

★夜間も利用できます
  平日：9:00 〜 20:45、土曜日：11:00 〜 17:00
　（夏休みや冬休み中などは除きます。）

★ご自宅 (PC) で所蔵図書が検索できます
　ご自宅のインターネットパソコンから当館ＨＰへアクセ
スいただき、お探しの図書の有無と、本の貸出状況をご確
認いただけます。

★ＤＶＤが視聴できます
　300 タイトル以上の映画・ドラマ（ＤＶＤ）を所蔵し
ており、最新 DVD も随時購入しています。
（DVDの持込みや貸出しはできません。）

★自習スペースがあります
　仕切りのある机で、静かに落ち着いて学習できる環境を
提供しています。

　URL ： http://www.anan-nct.ac.jp/library/

問い合わせは　阿南高専総務課（☎23−7106）へ

続
き
に
つ
き
ま
し

て
は
、
供
託
所
の

窓
口
に
出
向
く
こ

と
な
く
、
自
宅
や

事
務
所
の
パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
供
託
金

の
納
付
の
方
法
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
や
ペ

イ
ジ
ー
マ
ー
ク
の

あ
る
郵
便
局
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
た

電
子
納
付
が
可
能

と
な
る
な
ど
、
よ

来月号の原稿の締め切りは、10月５日㈪となっています。
掲載基準等、くわしくは秘書広報課（☎22－1110）までお尋ねください。広報 平成21年（2009年）10月1日 〔第615号〕�1



421

謝
で
す
。

　

最
近
、
食
の
安
全
や
地
産
地
消
が
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
徳
島
県
産
の
米
粉
や
野

菜
、
果
物
や
海
産
物
な
ど
パ
ン
に
応
用
出

来
ま
す
。

　

ま
た
、
母
親
が
作
っ
て
く
れ
た
か
し
わ

餅
や
お
は
ぎ
、
寒
天
な
ど
、
懐
か
し
く
楽

し
い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
今
は
、
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
に
行
け
ば
食
べ
る
物
が

沢
山
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
や
孫
た
ち
に

手
作
り
の
食
べ
物
や
思
い
出
に
残
る
一
品

を
作
っ
て
あ
げ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
五
才
の
孫
が
パ
ン
を
見
る
と
「〝

ば
あ
ば
ん
〟
の
パ
ン
は
世
界
一
、
世
界
一

の
パ
ン
は
〝
ば
あ
ば
ん
〟
の
パ
ン
」
と
言

い
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
ソ
ン
グ

の
中
に
、

お
い
し
い
パ
ン
が
好

き
だ
か
ら
！　

み
ん

な
の
笑
顔
が
好
き
だ

か
ら
！　

微
笑
み
そ

え
て
ふ
っ
く
ら
焼
こ

う
！
私
の
パ
ン
は
世
界
一
！

こ
の
輪
を
広
げ
幸
せ
作
る
パ
ン
作
り
と
の

歌
詞
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
さ
に
私
の
気
持
ち
そ
の
ま
ま
で
、
明

る
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
テ
ン
ポ
の
歌
の
よ
う

に
、
パ
ン
を
通
じ
て
、
人
の
輪
が
広
が
り

皆
さ
ん
が
幸
せ
で
笑
顔
に
あ
ふ
れ
る
平
和

な
日
々
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

　

次
は
、
新
野
町
の
枝
川
千
尋
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
す
。

　

私
が
手
作
り
パ
ン
と
出
会
っ
て
二
十

数
年
に
な
り
ま
す
。

　

焼
き
上
っ
た
時
の
香
り
と
つ
や
つ
や

の
ふ
っ
く
ら
感
の
パ
ン
。
こ
の
世
に
こ

ん
な
美
味
し
い
も
の
が
あ
っ
た
の
か
と

新
発
見
で
し
た
。
習
い
か
け
の
頃
は
、

発
酵
オ
ー
バ
ー
だ
っ
た
り
、
不
足
気
味

の
連
続
で
し
た
が
、

め
げ
ず
に
、
焼
い
て

は
友
だ
ち
や
知
人
に

配
り
歩
き
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
教
え

て
と
か
、
パ
ン
を
注

文
し
た
い
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ

れ
な
ら
ば
と
、
講
師
の
資
格
を
取
っ
て

自
宅
で
パ
ン
教
室
を
始
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
建
物
も
手
作
り
で
、
調
理
台

や
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
な
ど
、
ほ
と
ん
ど

の
物
が
友
だ
ち
や
知
り
合
い
の
方
か
ら

譲
り
受
け
た
も
の
で
、
買
っ
た
物
と
言

え
ば
、
オ
ー
ブ
ン
と
パ
ン
の
道
具
類
く

ら
い
で
し
た
。　

　

生
徒
の
募
集
も
友
人
、
知
人
、
口
コ

ミ
で
集
め
て
い
た
だ
き
、
手
づ
く
り
パ

ン
工
房
「
ま
ち
こ
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅　

芙
美

床
下
は
風
よ
く
通
り
蟻
地
獄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
原　

鹿
山

写
繪
の
兵
み
な
若
し
終
戦
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
野　

賢
治

夫
婦
し
て
正
す
居
ず
ま
ひ
夏
料
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
東
美
恵
子

影
つ
れ
て
ゴ
ン
ド
ラ
登
る
秋
涼
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
部　

正
剛

瀬
戸
内
の
島
は
早
寝
や
星
月
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
根　

渓
風

昼
の
間
は
人
の
寄
り
来
る
夏
木
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏　
　

孝
則

早
よ
起
き
と
朝
寝
戒
む
蝉
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
原　
　

貞

み
ち
び
か
れ
入
り
し
峠
の
思
ひ
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
治　

綾
子

知
恵
の
輪
の
次
へ
進
め
ず
法
師
蝉

阿
南
川
柳
会
会
長

喜

多

倉

吉　

選

川　

柳

田
上　

鶴
子

床
の
間
で
土
産
の
こ
け
し
半
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

敏
子

母
の
振
る
土
鈴
が
夜
を
眠
ら
せ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
木　

寿
栄

亀
裂
前
母
が
や
ん
わ
り
丸
め
込
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅　

三
子

小
金
よ
り
紙
幣
の
ほ
う
を
貰
い
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

敏
子

再
起
へ
の
散
歩
の
背
に
青
田
風

平
成
21
年
阿
南
市
春
季

短
歌
大
会
作
品

短　

歌

新
居　

久
子

背
広
脱
ぎ
ネ
ク
タ
イ
解
き
し
ひ
ね
も
す
を
田
植
え
す

る
子
が
春
日
に
や
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
美
千
代

古
り
し
帯
を
き
り
っ
と
締
め
て
茶
の
席
に
遥
か
な
る

日
の
老は

母は

を
重
ぬ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山　

芳
子

草
引
き
し
指
先
に
な
ほ
十
薬
の
香
の
み
残
れ
り
夕
餉

し
た
た
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
澤　

和
子

満
開
の
桜
訪
ふ
朝
水
満
た
す
田
は
や
す
ら
ぎ
の
さ
ざ

波
立
て
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅
佐
智
子

久
び
さ
に
鍬
を
持
つ
手
に
冬
眠
の
五
体
促
が
す
今
日

は
啓
蟄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
田
千
代
美

こ
れ
で
も
か
ま
だ
生
き
る
か
と
高
齢
の
わ
れ
ら
を
お

そ
う
医
療
費
値
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
永
賀
代
子

老
眼
鏡
夕
べ
の
机
上
に
残
さ
れ
し
さ
む
く
光
り
て
吾

を
待
ち
お
り

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳　

句

 

小
西　

晴
美

大
杉
の
空
は
梅
雨
晴
札
所
山

市
民
文
芸

長 生 町
久積満智子さん

人
の
輪
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阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　
　

湯　

浅　

良　

幸　

阿
南
ふ
る
さ
と
探
訪
その44

室
町
幕
府
・
平
島
公
方
（
八
）

呼
ぶ
者
も
い
る
。
天
文
元
年
（
一
五

三
二
）
六
月
、
元
長
が
本
願
寺
光
教

ら
に
滅
ぼ
さ
れ
淡
路
志
筑
へ
退
い
た
。

義
冬
の
母
は
阿
波
国
前
守
護
細
川
成

之
の
娘
で
あ
っ
た
た
め
、
成
之
の
子

持
隆
の
庇
護
を
受
け
、
義
冬
を
天
龍

寺
領
の
阿
波
国
平
島
郷
へ
招
き
、
三

千
貫
の
地
を
与
え
た
。
さ
ら
に
持
隆

は
自
分
の
妻
の
妹
で
あ
る
周
防
国

（
現
山
口
県
）
守
護
の
大
内
義
興
の

娘
と
結
婚
さ
せ
た
。

　

平
島
郷
三
千
貫
は
、
平
島
十
二
ヵ

村
と
吉
井
、
楠
根
、
仁
宇
、
和
食
の

四
ヵ
村
計
十
六
ヵ
村
で
あ
る
。

　

近
世
に
な
っ
て
貫
高
制
が
石
高
制

に
変
え
ら
れ
た
。
一
貫
が
何
石
に
当

た
る
か
異
説
が
あ
っ
て
は
っ
き
り
し

な
い
。
三
石
、
五
石
と
す
る
説
が
多

い
。

　

義
冬
は
天
文
三
年
平
島
郷
へ
入
り

西
光
寺
を
住
居
と
し
た
が
、
永
禄
年

間
（
一
五
五
八
〜
七
〇
）
古
津
の
平

島
砦
を
修
築
し
て
こ
こ
へ
移
り
住
ん

だ
。

　

天
文
七
年
長
男
義
栄
、
十
年
次
男

義
助
、
一
二
年
三
男
義
任
が
生
ま
れ

て
い
る
。

　

天
文
二
十
一
年
八
月
九
日
、
三
好

義
賢
が
主
君
細
川
持
隆
を
殺
害
し
た
。

義
冬
は
後
見
人
の
持
隆
を
喪
っ
た
た

め
弘
治
元
（
一
五
五
五
）
年
四
月
十

日
、
妻
と
義
栄
を
連
れ
て
大
内
氏
を

頼
っ
て
出
国
し
た
。
永
禄
六
（
一
五

六
三
）
年
十
二
月
二
十
日
、
義
冬
父

子
は
再
び
平
島
へ
帰
っ
て
来
た
が
、

妻
は
既
に
死
亡
し
て
い
る
。

　

義
冬
は
天
正
元
（
一
五
七
三
）
年

十
月
八
日
逝
去
。
享
年
六
十
五
。
墓

は
西
光
寺
に
あ
る
。

（
続
く
）

参
考
「
平
島
公
方
史
料
集
」

平
島
公
方
初
代
足
利
義
冬　
義
冬
は

十
一
代
将
軍
足
利
義
澄
の
子
で
、
十

二
代
将
軍
義
晴
の
兄
で
あ
る
。
永
正

六
（
一
五
〇
九
）
年
京
都
で
生
ま
れ

た
。
幼
名
亀
王
。
義
賢
、
義よ
し

維つ
な

、
義

冬
と
名
を
改
め
た
。

　

十
代
将
軍
義よ
し

稙た
ね

に
子
が
な
く
義
冬

を
養
子
と
し
た
。
義
稙
は
管
領
細
川

高
国
に
追
わ
れ
て
淡
路
の
洲
本
へ
退

き
、
大
永
三
年
四
月
、
阿
波
撫
養
で

病
死
し
た
。

　

義
冬
は
大
永
七
（
一
五
二
七
）
年

三
月
、
細
川
持
隆
、
三
好
元
長
ら
に

擁
せ
ら
れ
和
泉
堺
へ
入
っ
た
。
将
軍

職
を
望
ん
だ
が

遂
に
実
現
し
な

か
っ
た
。
し
か

し
、
長
子
の
義

栄
（
義
親
）
を

十
四
代
将
軍
と

す
る
こ
と
が
出

来
た
の
で
、
も

っ
て
瞑
す
べ
き

だ
ろ
う
。

　

学
者
の
中
に

は
義
冬
を
実
質

的
将
軍
と
認
め

「
堺
幕
府
」
と

▲堺幕府は、大永７年（1527）から享楽５年（1532）
にかけて、堺の顕本寺を本拠にして、畿内を支配した。
写真は現在の顕本寺表門。

広報 平成21年（2009年）10月1日 〔第615号〕��



阿南市立図書館だより

（開館時間）午前10時〜午後６時
（おはなし会）－こすもすお話会主催－ 

３日・10日・17日・24日　午後２時〜

羽ノ浦図書館　☎44－2100

巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間
巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間 16日 金 福 井 中 学 校 前 12：50〜13：30

10月１日 木 中 央 病 院 阿 南 荘 前 13：30〜14：00 旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45〜14：15
　 　 老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 14：20〜14：50 20日 火 上 中 分 館 前 14：20〜15：00

王 子 製 紙 社 宅 前 15：00〜15：30 22日 木 大 潟 分 館 前 14：00〜14：30
２日 金 新 野 公 民 館 前 13：45〜14：20 見 能 林 公 民 館 前 14：40〜15：10

　 新 野 駅 前 14：30〜15：00 23日 金 椿 公 民 館 前 13：45〜14：15
８日 木 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50〜13：20 旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30〜15：00

　 　 吉 井 町 集 会 所 前 13：40〜14：20 　27日 火 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50〜14：30
大 野 公 民 館 前 14：30〜15：00 阿 南 県 営 住 宅 前 14：40〜15：10

9日 金 桑野コミュニティーセンター前 14：10〜14：40  　28日 水 長 生 公 民 館 前 13：30〜14：00
　 山 口 分 館 前 14：50〜15：20 宝 田 公 民 館 前 14：10〜14：40

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。
阿南図書館　☎23－2020

移動図書
館「わかたけ号」巡回日程表

（３館休館日）５日・12日・13日・19日・26日・30日

阿南図書館　11月１日㈰　午後２時〜　秋はいいな！　朗読劇
　　　　　　　「葉っぱのフレディ」（ピアノ：土肥　彩）他
那賀川図書館　11月１日㈰　午前11時〜　視聴覚室
　　　　　　　人形劇「三まいのおふだ」
　　　　　　　( ボランティアグループおはなしのポケット )
羽ノ浦図書館　10月31日㈯　午後１時〜　視聴覚室
　　　　　　　「はのうら山の三びきのねずみ」（手作り大型紙芝居）

おはなし会（図書館まつり協賛）

図書館で保存期限が過ぎた雑誌、ご家庭で不用になった本を集めて展示します。
ご自由にお持ち帰りいただけます。（お持ち帰り用の袋はご持参ください。）
　　期　間　11月１日㈰〜22日㈰
　　場　所　那賀川図書館　市民ギャラリー

ブックリサイクル（阿南・那賀川・羽ノ浦図書館合同）

図書館まつり2009
〜風もページをめくる秋〜

※入場は無料です。ただし事前に申し込み
が必要です。
申込用紙に記入の上、阿南・那賀川・羽ノ
浦図書館へお持ちください。FAX（42−
3299）も可能です。ただし電話での受け

付けはできません。申込用紙は、各図書館・公民館にあります。（申込期限は
10月20日㈫まで）
※当日、那賀川図書館は正午にいったん閉館し、午後４時から貸し出しを再開
させていただきます。ご協力よろしくお願いいたします。
問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

NHK大河ドラマ「天地人」著者

火坂雅志氏 講演会
「天地人を語る−直江兼続の義と愛−」

日　時　10月31日㈯
　　　　午後２時〜３時30分
　　　　（開場　午後１時30分）
場　所　那賀川図書館

（開館時間）
　　平日　午前９時〜午後６時
　　　　　（土・日は午後５時まで）
（おはなしひろば）
　　－「おはなしひろば ・ひまわり」主催－

４日・11日・18日・25日　午後２時〜３時
（ぴよちゃんくらぶ）

－赤ちゃん（０〜３歳）のためのおはなし会－
８日㈭・22日㈭　午前10時30分〜11時

阿南図書館　☎23－2020

（開館時間）午前10時〜午後６時
（ボランティアからのお知らせ）

・阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業 　
10日㈯　午前８時30分〜10時
※雨天の場合は18日㈰に延期

・学生ボランティアによるピアノ演奏　
毎週土曜日　午前10時〜（約10分間）

（おはなし会）－おはなしのポケット主催－
４日・11日・18日・25日　午前11時〜

那賀川図書館　☎42－3111
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健
康
い
き
い
き
情
報

対象年齢 教　室　名 日　　時 講　　　師 内　　　容 持ってくるもの

どなたでも 阿波踊り体操
教室

９日㈮
午前10:00〜11:30

（受付・健康チェック
9:30〜）

徳島大学　大学開放
実践センター　教授
田中俊夫　先生

阿波踊り体操（基
本編、メタボリッ
クシンドローム予
防・改善編　他）

タオル・水分補給用飲
み物

40〜64歳
やせたい人の
ための健康フ
ィットネス

23日㈮
午前11:00〜正午

（受付・健康チェック
10:30〜）

健康運動指導士
関本真美　先生

体脂肪減少を目的
としたエアロビク
ス体操

タオル・ヨガマット（な
ければバスタオル）・
水分補給用飲み物・健
康手帳（お持ちの方）

65歳以上
高齢期からの
筋力アップ体
操教室

８日㈭
午前10:30〜11:30

（受付・健康チェック
10:00〜）

健康運動指導士
井上　澄　先生

ボールを使った筋
力をつけるための
体操

タオル・運動靴・健康
手帳（お持ちの方）

※すべての体操の前に健康チェックをしています。必ず会場入り口で血圧測定をしてから、体操にお入りください。
※当日の体調によっては、体操への参加をお断りすることがあります。

10 月の健康体操教室　会場はすべてひまわり会館で行います。

問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

▼
９
月
８
日
、
ひ
ま
わ
り
会
館
で
行
わ
れ
た
「
達
者
で
お
ろ
な
健
康
教
室
」
の
よ
う
す
。

阿
波
踊
り
体
操

　

阿
波
踊
り
体
操
は
、「
基
本
編
」「
シ

ニ
ア
編
」「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
予
防
・
改
善
編
」「
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
編
」「
リ
ハ
ビ
リ
編
」
の
５

種
類
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
編
」

を
紹
介
し
ま
す
。
元
気
な
足
腰
を
作

り
、
生
き
生
き
と
楽
し
く
生
活
で
き

る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
阿

波
踊
り
体
操「
基
本
編
」「
シ
ニ
ア
編
」

で
取
り
上
げ
た
、
下
肢
の
筋
肉
を
鍛

え
、
バ
ラ
ン
ス
機
能
向
上
に
役
立
つ

動
き
を
重
点
的
に
再
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
強
さ
は
体

力
に
合
わ
せ
て
調
節
で
き
ま
す
。
体

力
の
あ
る
人
は
し
っ
か
り
と
重
心
を

落
と
し
、
踏
み
出
し
幅
も
大
き
く
取

り
ま
す
。
体
力
に
自
信
の
な
い
人
は

軽
め
の
動
き
か
ら
慣
れ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
な
お
、
運
動
中
に
膝
・
股
関

節
・
腰
・
足
首
等
に
痛
み
を
感
じ
る

場
合
は
、
痛
み
を
感
じ
な
い
程
度
に

軽
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も

痛
む
場
合
に
は
運
動
を
中
止
し
、
医

療
機
関
を
受
診
し
、
シ
ニ
ア
編
や
リ

ハ
ビ
リ
編
な
ど
の
座
位
で
の
運
動
か

ら
再
開
し
ま
し
ょ
う
。

阿
波
踊
り
体
操
を

教
え
に
行
き
ま
す

　

阿
波
踊
り
体
操
指
導
員
（
あ
な
ん

阿
波
踊
り
体
操
愛
好
会
の
メ
ン

バ
ー
）
が
、
あ
な
た
の
町
ま
で
、

教
え
に
行
き
ま
す
。
く
わ
し
く

は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
次
の
地
域
で
は
、
地
域

の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
阿
波
踊

り
体
操
を
し
て
い
ま
す
。
み
ん

な
で
気
持
ち
の
よ
い
汗
を
流
し

ま
せ
ん
か
？

中
野
島
総
合
セ
ン
タ
ー
（
毎
月

第
一
月
曜
日
の
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
）

問
い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

３
２
６
０
）
へ

中
原
神
社
（
上
中
町
：
毎
週
土

曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
）

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ

ー
（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

き
ら
き
ら
星
（
道
の
駅
公
方
の

郷
な
か
が
わ
：
毎
月
第
三
木
曜

日　

午
後
２
時
〜
３
時
：
雨
天

は
休
み
）
問
い
合
わ
せ
は
、
き

ら
き
ら
星（
☎
42

－

４
２
２
２
）

へ橘
公
民
館
（
毎
週
火
曜
日
：
午

前
11
時
〜
11
時
30
分
）
問
い
合

わ
せ
は
、
同
館
（
☎
27

－

２
５

８
５
）
へ

　
「
阿
波
踊
り
体
操
」
の
ビ
デ

オ
等
を
無
料
貸
し
出
し
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ

ー
（
☎
22
ー
１
５
９
０
）
へ
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10 月　献血実施一覧
実施日 採　血　場　所 所在地 採血時間

２日㈮
日亜化学工業㈱新野工場 新 野 町 10:00〜11:00
㈲岡部機械工業 津乃峰町 12:30〜14:20
阿南共栄病院 羽ノ浦町 15:00〜16:30

８日㈭ 阿南テクノスクール 桑 野 町 10:00〜11:00
㈱ヤンマー農機四国阿南支店 内 原 町 11:30〜12:30

15日㈭ フジグラン阿南店 領 家 町 10:00〜16:30
※ 400ml 献血のみの実施です。

※一般の方のご協力もよろしくお願いします。

問い合わせは
徳島県赤十字血液センター（☎088－631－3200）へ

し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
、
ご
高

齢
者
の
方
、
抵
抗
力
の
弱
い
方
な
ど

で
は
、
食
中
毒
の
症
状
が
重
症
化
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
肉
の
生
食
は
避
け
、
十
分
に
加
熱

し
て
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
肉
を
焼
く
と
き
の
取
り
箸

や
挟
み
道
具
な
ど
は
専
用
の
も
の
を

使
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
配
布
対
象
の
方
へ

　

８
月
20
日
付
け
で
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
の
対
象
年
齢
の
方
に
配
布
し
ま
し

た
「
検
診
手
帳
」
の
検
診
委
託
機
関

一
覧
（
子
宮
が
ん
）
に
次
の
医
療
機

関
を
追
加
し
ま
す
。

○
木
下
医
院　

板
野
郡
北
島
町
中
村

字
長
池
（
☎
０
８
８

－

６
９
８

－

２

０
５
５
）

○
三
加
茂
田
中
病
院　

三
好
郡
東
み

よ
し
町
加
茂
（
☎
０
８
８
３

－

82

－

３
７
０
０
）

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

達
者
で
お
ろ
な

健
康
教
室

　

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
楽
し
く
て
た
め
に
な
る

こ
と
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
高
齢
者
の

方
の
憩
い
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

と　
こ　
ろ

６
日
㈫
新
野
公
民
館

宝
田
公
民
館

９
日
㈮
中
野
島
公
民
館
上
中
分
館

羽
ノ
浦
公
民
館

13
日
㈫
ひ
ま
わ
り
会
館

14
日
㈬
桑
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

加
茂
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

19
日
㈪
福
井
町
総
合
セ
ン
タ
ー

長
生
公
民
館

20
日
㈫
椿
公
民
館

26
日
㈪
大
野
老
人
憩
い
の
家

橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

28
日
㈬
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館（
旧
町
民
セ
ン
タ
ー
）

椿
泊
老
人
憩
い
の
家

時　
間　
新
野
・
福
井
・
桑
野
・
中

野
島
・
椿
・
大
野
・
那
賀
川
地
区
で

の
開
催
は
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

椿
泊
地
区
は
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
、

そ
の
他
の
地
区
で
は
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
で
す
。

内　
容　
血
圧
測
定
・
検
尿
・
阿
波

踊
り
体
操
（
今
月
の
テ
ー
マ
）
株
ち

ゃ
ん
体
操
で
若
返
り

持
っ
て
く
る
物　
健
康
手
帳
（
な
い

方
は
交
付
し
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

健
康
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

平
成
20
年
度
の
厚
生
労
働
省
の
調

査
に
よ
る
と
、
国
民
の
約
半
数
が
心

の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
、

私
た
ち
が
体
験
す
る
ス
ト
レ
ス
の
原

因
は
人
間
関
係
に
基
づ
く
も
の
が
多

く
占
め
て
い
ま
す
。
様
々
な
人
間
関

係
や
社
会
の
中
で
、
人
と
人
と
の
付

き
合
い
方
を
ど
う
し
て
い
く
か
、
ま

た
、
そ
の
中
で
自
分
の
気
持
ち
を
ど

う
伝
え
て
い
け
ば
よ
い
か
を
一
緒
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

演　
題　
「
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を

育は
ぐ
くむ
た
め
に
」
〜
自
分
の
気
持
ち
上

手
く
伝
わ
っ
て
ま
す
か
〜

日　
時　
10
月
29
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
午
後
３
時

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講　
師　
四
国
大
学　

生
活
科
学
部

講
師　

上
岡
千
世　

先
生
（
臨
床
心

理
士
）

※
入
場
無
料
・
事
前
申
込
み
不
要

　

ど
な
た
で
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

託
児
所
を
開
設
し
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
10
月
１
日
㈭
か
ら
16
日
㈮
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。対
象
：

10
か
月
か
ら
８
歳
ま
で
先
着
10
名
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

「
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
栄

養
講
座
」
の
受
講
生
募
集

　

40
歳
代
半
ば
か
ら
骨
量
は
減
少
し

始
め
ま
す
。

対　
象　
市
内
在
住
の
40
〜
64
歳
ま

で
の
方

日　
時　
10
月
22
日
㈭　

午
前
10
時

〜
午
後
１
時

募
集
人
数　
20
名
（
事
前
の
申
込
み

が
必
要
で
す
）

内　
容　
講
義
と
調
理
実
習
・
骨
密

度
測
定　

※
調
理
実
習
費
と
し
て
４
０
０
円
必

要
で
す
。　
　
　

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

申
し
込
み　
10
月
８
日
㈭
ま
で
に
保

健
セ
ン
タ
ー
（
☎
22

－

１
５
９
０
）

へ
「
生
活
習
慣
病
予
防
講
座
〜
脳
卒
中

編
〜
」
の
受
講
生
募
集
に
つ
い
て

　

予
防
法
と
し
て
、
食
生
活
の
見
直

し
が
大
切
で
す
。

対　
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

日　
時　
10
月
29
日
㈭　

午
前
10
時

〜
午
後
１
時

募
集
人
数　
20
名
（
事
前
の
申
込
み

が
必
要
で
す
）

内　
容　
講
義
と
調
理
実
習　

※
調
理
実
習
費
と
し
て
４
０
０
円
必

要
で
す
。　
　
　

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

申
し
込
み　
10
月
15
日
㈭
ま
で
に
保

健
セ
ン
タ
ー
（
☎
22

－

１
５
９
０
）

へ
肉
の
生
食
や
加
熱
不
足
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

肉
の
生
食
や
、
焼
肉
、
バ
ー
べ
キ

ュ
ー
な
ど
で
、
肉
の
加
熱
不
足
に
よ

る
大
腸
菌
Ｏ

－

１
５
７
、
カ
ン
ピ
ロ

バ
ク
タ
ー
菌
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生

サンアリーナスポーツクラブ
◇総合型地域スポーツクラブ◇

エアロビクス会員募集中！
　専門の指導者が基礎から指導します。
実施日　毎週火曜日
期　間　平成22年３月31日まで
時　間　午後１時30分〜２時30分
場　所　スポーツ総合センター
活動費　2,000円／月（別途年会費）
対　象　一般男女
指導者　エアロビインストラクター　友久加代さん
問い合わせは　阿南市スポーツ総合センター
サンアリーナスポーツクラブ（☎22−2300）へ
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平
成
19
年
度
に
阿
南
市
の
方
で

２
２
８
名
（
内
男
性
１
３
０
名
、

女
性
98
名
）
の
方
が
何
ら
か
の
が

ん
で
死
亡
さ
れ
て
い
ま
す
。
肺
が

ん
は
、
そ
の
中
で
も
部
位
別
が
ん

死
亡
の
女
性
の
第
１
位
、
男
性
の
２
位
で
す
。

　

肺
が
ん
で
亡
く
な
る
方
が
多
い
の
に
阿
南
市
の
方
で

肺
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
人
の
割
合
は
徳
島
県
全
体
で

比
べ
る
と
低
い
の
で
す
。

　

肺
が
ん
検
診
は
、
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
、
簡
単

に
集
団
検
診
で
検
査
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診

一
口
メ
モ

がん検診等に関する問い合わせは　保健センター（☎22－1590　FAX22－1894）へ

★がん検診を受ける際には必ずがん検診受診券（6月末に各個人に郵送しているハガキ）をご持
参ください。
★阿南市国民健康保険加入者、高齢受給者、後期高齢者被保険者の方は、胃がん、肺がん、子宮
がん、乳がん、骨粗しょう症検診が無料になりますので、必ず保険証等をご持参ください。

がん検診の
お 知 ら せ

月　日 受付時間 実　施　場　所 検　診　内　容
10/ ６ ㈫ 9:00

〜

10:00

ひまわり会館 ※肝炎ウイルス、前立腺がん、
胃がん、肺がん検診、歯周疾
患検診

10/13㈫ ひまわり会館
10/27㈫ 羽ノ浦公民館

※下記の日程で同時に保険者実施主体の特定健診、後期高齢者の健診も行っております。受診の際には、必ず特定健診専用受診
券、後期高齢者の受診券と保険証をお持ちください。

　ひまわり会館等でのがん検診 ※肝炎ウイルス、前立腺がん、胃がん検診、肺がん検診、
歯周疾患検診を下記の日程で実施します。

月　日 受付時間 実　施　場　所 検　診　内　容
10/19㈪ 8:30

〜

9:30

JA あなん南部支店 ※肝炎ウイルス、前立腺がん、
胃がん、肺がん検診10/23㈮ 加茂谷総合センター

10/26㈪ アグリあなん

※下記の日程で同時に保険者実施主体の特定健診、後期高齢者の健診も行っております。受診の際には、必ず特定健診専用受診
券、後期高齢者の受診券と保険証をお持ちください。

　JA 各支店でのがん検診 ※肝炎ウイルス、前立腺がん、胃がん検診、肺がん検診を
下記の日程で実施します。

月　日 実施場所 受付時間・検診内容 申　し　込　み
10/14㈬ ＊羽ノ浦公民館 9:00 〜 10:00 13:30 〜 14:30 ★乳がん検診のみ申し込みく

ださい。（定員40名）
★10月14日㈬午後の申し込

みは終了しています。
10/21㈬ ひまわり会館

●乳がん検診
●骨粗しょう症

検診

●乳がん検診●骨粗しょ
う症検診＊印の日は子宮
がん検診も行います

　婦人がん検診 乳がん、骨粗しょう症検診を下記の日程で実施します。
＊の日は午後から子宮がん検診を行います。

新型インフルエンザにご注意を！
① こんな方は要注意‼
　　［幼児］［妊婦］［高齢者］［代謝性疾患・糖尿病など］［腎

機能障害］［慢性呼吸器疾患］［慢性心疾患］［免疫機能不全（ス
テロイド全身投与している方）］このような方は、重症化す
るリスクが高いと考えられています。他県で基礎疾患を持つ
方の死亡事例が報告されていますので、ご本人やご家族の方
は前もってかかりつけ医に相談しておくとともに、感染予防
に十分注意をしてください！

② まずは感染予防対策

▼うがい・手洗い・マスクの着用をしましょう。
①熱・咳・くしゃみ等の症状のある人はマスクを着用し、こ

のような人と接する人もマスクをつけることが大切です。
②咳やくしゃみをおさえた手、鼻をかんだ手は流水とせっけ
んで 15秒以上かけ、手のひらや手の甲、指先と付け根を
洗いましょう。外出後の手洗い
うがいを日常的に行い、人ごみ
への外出は控えましょう。

▼抵抗力を高めましょう。
十分な栄養と適度な運動・睡眠・
休息を取りましょう。

▼換気・湿度に注意しましょう。
①換気をこまめにしましょう。
②湿度を 50 〜 60％程度に保つことも空気中のウイルスを

減らすためには重要です。

③ 発熱などの症状がある方は
①電話で受診方法を確認してください。

②受診の際、熱や咳などの症状がある時は

マスクをつけましょう。

④ 新型インフルエンザに関する相談は

もしもしカメよ、
カメさんよ♪〜

（1番を歌って約15秒）

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
の

病
院
へ
電
話
を
か
け
て

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

★新型インフルエンザ安心ダイヤル　　　　　　
　徳島県健康増進課
　　☎フリーダイヤル0120－960－005
　　（平日　午前9時〜午後５時）
★阿南市の相談窓口　
　保健センター（ひまわり会館内）　
　　☎22－1590　FAX22－1894
　　（平日　午前8時30分〜午後５時15分）

〜新型インフルエンザに関する
　　　　　　　　　一般的な相談窓口です〜

★新型インフルエンザ相談窓口
　徳島県健康増進課　感染症・疾病対策室　　
　　☎088－621－2228　FAX088－621－2841
　　（平日　午前8時30分〜午後6時15分）　
　阿南保健所　　　　　　　　　　　　　　　　
　　☎28－9867
　　（平日　午前8時30分〜午後5時）

〜受診する医療機関がわからない場合や
　　　　　専門的事柄についての相談窓口です〜
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子
育
て
ひ
ろ
ば

子
育
て
ひ
ろ
ば

子
育
て
応
援
特
別
手
当

（
平
成
21
年
度
版
）

〜
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
方
へ
〜

　

こ
の
手
当
は
、「
経
済
危
機
対
策
」

の
一
環
で
、国
か
ら
幼
児
教
育
期（
就

学
前
三
学
年
）
の
子
ど
も
を
対
象
に

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
本
年
10
月

１
日
現
在
の
住
所
地
で
申
請
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
申
請
受

付
開
始
（
時
期
は
未
定
）
に
先
駆
け

て
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
方
を
対
象
に
10

月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の
間
に
事
前

申
請
書
を
受
け
付
け
ま
す
。
該
当
さ

れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
は　

こ
ど
も
相
談
室

（
☎
22

－

１
６
７
７
）
へ

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
受

給
者
証
の
変
更
に
つ
い
て

　

今
年
の
11
月
か
ら
徳
島
県
の
「
乳

幼
児
医
療
費
助
成
制
度
」
の
拡
充
に

よ
り
、
お
子
さ
ま
の
年
齢
に
よ
り
、

有
効
期
間
と
受
給
者
証
の
色
を
替
え

て
、
新
し
い
受
給
者
証
に
変
更
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ア
イ
ボ
リ
ー
色
・

ピ
ン
ク
色
の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

方
は
、
現
在
の
も
の
を
有
効
期
間
ま

で
ご
利
用
い
た
だ
き
、
有
効
期
間
が

過
ぎ
る
前
に
新
し
い
受
給
者
証
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ジ
色
の
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方
は
11
月
か
ら
使
用
す
る
ピ

ン
ク
色
の
受
給
者
証
を
新
し
く
お
送

り
い
た
し
ま
す
の
で
、
新
し
い
受
給

者
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
フ
ジ
色
の

受
給
者
証
は
処
分
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
阿
南
市
で
は
従
来
ど
お
り
、

小
学
校
３
年
生
が
修
了
す
る
ま
で
、

「
入
院
時
の
食
事
代
」
も
含
め
て
無

料
と
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

－

１
１
１
８
）
へ

10
月
1
日
か
ら
、
出
産
育
児
一

時
金
の
「
支
給
額
の
引
上
げ
」

及
び
「
直
接
支
払
制
度
の
導
入
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
の
緊
急
措
置
と
し
て
、

今
年
の
10
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３

月
31
日
ま
で
の
出
産
に
つ
い
て
、
出

産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
が
４
万
円

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
産
科
医
療
補
償
制

度
に
加
入
す
る
医
療
機
関
等
で
の
加

算
対
象
と
な
る
出
産
は
、
支
給
額
が

42
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
あ
わ
せ
て
、
出
産
育
児
一
時

金
の
直
接
支
払
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

す
。
直
接
支
払
制
度
と
は
、
被
保
険

者
等
（
出
産
者
側
）
が
医
療
機
関
等

（
病
院
）
と
の
間
に
「
出
産
育
児
一

時
金
の
支
給
申
請
と
受
け
取
り
に
か

か
る
代
理
契
約
」
を
締
結
し
た
う
え

で
、
医
療
機
関
等
が
被
保
険
者
等
に

代
わ
り
、
出
産
育
児
一
時
金
を
支
払

機
関
（
金
融
機
関
等
）
を
通
じ
て
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
新
た
な
仕
組

み
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
心
し
て

出
産
育
児
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

－

１
１
１
８
）
へ

日　時　　10月25日㈰　午前９時30分〜午後２時
入場無料
小雨決行　順延なし

場　所　　阿南工業高等専門学校（見能林町）

内　容　　Ａ　こどもの発表プログラム（10ステージ）
　　　　　Ｂ　こどもの遊び　　　　　（12ブース）
　　　　　Ｃ　こどもの実験・観察　　（２ブース）
　　　　　Ｄ　こどものものづくり　　（16ブース）
　　　　　Ｅ　こどもの大型体験　　　（13ブース）

みんな集まれ！経験・体験　さぁチャレンジ！

阿南市こどもフェスティバル

昨年のフェスティバル「ポニーに乗ろう」のようす。

第７回

10月25日㈰は、こどもフェスティバルへ行こう！
問い合わせは　生涯学習課（☎22－3391）へ

※午前９時30分から野外ステ
ージで開会宣言、市内幼小中
の児童・生徒の特技の発表。
屋外ではミニＳＬやユンボな
ど乗り物がいっぱい。電気自
動車やパトカー、白バイに乗
ろう。体育館内では、親子ふ
れあい木工教室やヘリコプタ
ー作り、数学に強くなる折り
紙で遊ぼう。
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阿
南
市
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い
る
保

護
者
の
皆
さ
ん
、
阿
南
市
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て
、

お
子
さ
ん
が
す
こ
や
か
に
成
長
す

る
こ
と
を
願
っ
て
、
お
子
さ
ん
と

そ
の
家
庭
に
対
す
る
育
児
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
遊
び
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

無
料
で
施
設
を
開
放
し
て
お
り

ま
す
。

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

《
10
月
の
日
程
》

６
日
㈫　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

（
午
前
10
時
〜
11
時
）
講
師
手
束

志
保
さ
ん　
　

　

参
加
さ
れ
る
方
は
，
バ
ス
タ
オ

ル
と
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

９
日
㈮　

カ
レ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

　

参
加
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

材
料
費
が
い
り
ま
す
。

16
日
㈮　

お
話
を
聞
こ
う

23
日
㈮　

折
り
紙
で
あ
そ
ぼ
う

　

ト
ン
ボ
を
作
り
ま
す
。

30
日
㈮　

お
誕
生
日

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び　
2
日
㈮
、

13
日
㈫
、
20
日
㈫
、
27
日
㈫

　

手
遊
び
，
歌
遊
び
，
絵
本
読
み

聞
か
せ
な
ど
し
ま
す
。

※
子
育
て
相
談
は
随
時
お
受
け
し
て

お
り
ま
す
。

時　
間　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後

２
時

問
い
合
わ
せ
は　
親
子
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
（
☎
44

－

５
０
５
９
）
へ

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
10
月
の
日
程
》

6
日
㈫　
「
ア
ー
ト
バ
ル
ー
ン
」
で

遊
ぼ
う

13
日
㈫　

さ
く
ら
ん
ぼ
リ
ト
ミ
ッ
ク

＆
動
物
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

20
日
㈫　

お
話
ポ
ケ
ッ
ト

27
日
㈫　

お
誕
生
日　

　
　
　

さ
ら
回
し
＆
南
京
玉
す
だ
れ

日　
時　
毎
週
月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
室

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。

※
水
筒
に
お
茶
を
入
れ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
今
津
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
☎
42

－

０
７
２
０
）
へ

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば（

橘
保
育
所
）

《
10
月
の
日
程
》

6
日
㈫　

お
話
い
っ
ぱ
い　
　

　
　
　
　

紙
芝
居
や
絵
本
を
し
ま
す
。

13
日
㈫　

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び

16
日
㈮　

育
児
講
座

　

山
下
助
産
師
さ
ん
の
お
話
で
す
。

23
日
㈮　

ふ
れ
あ
い
運
動
会

　

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

27
日
㈫　

お
誕
生
会

＊
水
筒
に
お
茶
を
入
れ
て
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。　
　
　

日　
時　
毎
週
月
〜
金
曜
日　

午

前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
２
時

30
分
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
橘
保
育
所
（
☎

27

－

１
４
４
１
）
へ

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
10
月
の
日
程
》

6
日
㈫　

身
体
計
測     

13
日
㈫　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

（
10
時
30
分
）

20
日
㈫　
「
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

（
10
時
30
分
）
杉
本
睦
子
先
生

　

曲
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
体
を
動

か
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。　
　

　

予
約
が
い
り
ま
す
。

27
日
㈫　

お
誕
生
会（
10
時
30
分
）

※
ご
利
用
時
間
の
変
更
お
知
ら
せ

毎
週
月
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
１
時
ま
で　

　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
は　
平
島
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
（
☎
21

－

２
０
０
２
）
へ

▲つどいの広場すくすく in 阿南のようす。（８月26日：福井公民館にて撮影）
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つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護
者

間
の
交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

《
10
月
の
日
程
》

９
日
㈮　

新
野
公
民
館

14
日
㈬　

桑
野
公
民
館

21
日
㈬　

長
生
公
民
館

23
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館　

28
日
㈬　

福
井
公
民
館

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
、
２
日
㈮
、
７
日
㈬
、

16
日
㈮
、
20
日
㈫
、
27
日
㈫
、
30
日

㈮時　
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課(

☎
22

－

１
５
９
３)

へ

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

（
那
賀
川
子
育
て
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
）

《
10
月
の
日
程
》

１
日
㈭　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア

（
乳
児
の
部
）

２
日
㈮　

お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い

食
事
会

５
日
㈪　

月
見
だ
ん
ご
作
り

13
日
㈫　

発
育
計
測

15
日
㈭　

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

19
日
㈪　

発
育
計
測
・
健
康
相
談

21
日
㈬　

動
物
ふ
れ
あ
い
教
室

22
日
㈭　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア

　
　
　
　

（
幼
児
の
部
）

23
日
㈮　

お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

26
日
㈪　

い
も
ほ
り
大
会

28
日
㈬　

ト
ト
ロ
遠
足

29
日
㈭　

お
誕
生
会

※
自
衛
隊
造
成
工
事
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

来
所
時
に
は
安
全
運
転

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有

料
・
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

開　
園　
　

午
前
9
時

〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀

川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
０
８
８
５

－

38

－

１
１
６
３
）
へ

親子教室「シルバーママ」のご案内
名　称 内　　容 実施日 申込期間 定員

トイレット
ペーパーの
ままごと料
理

『ひのき☆こども美術ア
ート教室』の先生と一緒
にトイレットペーパーで
本物そっくりのたこ焼き
を作りましょう。

10月
14日㈬

10 月
１日㈭〜

随時受付中
15組

※シルバー人材センターでは資格保持者や経験豊かな高齢者の皆さんが多
数登録しています。

　この機会に育児の悩みや子育ての不安をお話してみてはいかがですか。
時　間　午前10時〜11時30分　　　
場　所　ひまわり会館
参加料　１組500円
対象者　阿南市在住の就学前の子どもと保護者（託児をしています。）
申込方法　電話にて事務局にお申し込みください。定員になり次第締め切
らせていただきます。
※参加者全員に特典付き出席カードをお渡しします。
くわしくは　㈳阿南市シルバー人材センター事務局（☎23－2630）へ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

の
投
与

10
月
の
日
程　
８
日
㈭
、
27
日
㈫

時　
間　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

と
こ
ろ　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、６
週
間

以
上
あ
け
た
日
程
で
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　ＰＴＡ活動のひとつ環境整備作業に保護者の皆さんの力を借りまし

た。園庭いっぱいに生い茂った草を前にして二人のお母さんたちの会

話が聞こえてきます。

「ようのびたなあ」

「本当にすごいなあ。気持ちようにのびたもんやなあ」

「この草といっしょでうちの子ものびのびと、こんなにのびたんだろう

なあ」

「でも、草には気の毒やけどきれいに抜かななあ」

「そうそう、抜かななあ、子どもにこの園庭でのびのびいっぱい遊ん

でぐんぐん育ってもらわないかんでえ」

　お母さんたちのにこにこ笑顔と思いを耳にしながら、きっと家庭で

もこんなふうにプラス志向で子育てを楽しんでいるのだろうなと、子

育ての喜びを共有することができました。

　少子化や情報の多様さから、保護者の皆さんも子育てをするのにい

ろいろとストレスを抱えて本当に大変な思いでいっぱいだと察します。

　でも、なによりも一番はにこにこゆったりと子どもをみてあげるこ

とだと思うのです。

　忙しくてストレスがたまると笑顔が少なくなります。子どもたちに

とって一番の環境は保護者の皆さんの笑顔です。にこにこ笑顔を子ど

もたちに！　	 学校教育課　

　− 笑 顔 が 一 番  −

子育て一言メモ

　阿南市在住で初めて子育てする方に、赤
ちゃん誕生から１歳の誕生日まで毎月１回、
成長に応じた子育てのアドバイスを送付し
ます。
　希望される方は、ハガキに住所、氏名、
生年月日をご記入のうえ、〒774－0023
橘町豊浜36－3　橘保育所（☎27－
1441）へお申し込みください。 こども課

子育てハガキ通信
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人口と世帯数

今月の市税

スポーツ施設10月の休館日

人口 78,435人（－ 17）
男 37,880人（− 10）

女 40,555人（−  7）

世帯数 29,035世帯（＋ 24）

●平成21年８月末日現在 (　 )内は前月対比

相　　　　談 日（曜日） 時　　　間 場　　　所 問い合わせは

行 政 相 談 13・27日㈫ 午前9時30分〜
11時30分 市役所市民相談室 市民生活課

☎22−1116

法 律 相 談 １・15日㈭　
午後1時30分〜
4時30分　 要予約

市役所市民相談室 市民生活課 ☎22−1116

消 費 相 談 ２・９・16・
23日㈮ 午後1時〜3時

市役所市民相談室 市民生活課☎22−1116

登 記 相 談 23日㈮ 午後1時〜3時 ひまわり会館 市民生活課
☎22−1116

心配ごと相談 ５・19・26日㈪ 午前10時〜
午後3時

市民会館内
社会福祉協議会

社会福祉協議会
☎23−7288

出 前
心配ごと相談

５日㈪ 午前10時〜
午後3時 見能林公民館 社会福祉協議会

☎23−7288

特設人権相談 ８日㈭
午後1時30分〜

4時
椿公民館
市役所分庁舎301会議室

人権啓発課
☎22−3094

人 権 相 談 所 20日㈫ 午後1時30分〜
4時 ひまわり会館 人権啓発課

☎22−3094

健 康 相 談 ２日㈮ 午前10時〜11時 ひまわり会館 保健センター
☎22−1590

栄 養 相 談 15日㈭ 午前10時〜11時
要予約

ひまわり会館 保健センター
☎22−1590

農 業 者
年 金 相 談

15日㈭ 午前8時30分〜
午後5時

市役所
農業委員会事務局

農業委員会事務局
☎22−3790

年 金 相 談 今月はありません 徳島南社会保険事務所
☎088−652−1511

女性の生き方
何 で も 相 談

６・13・20・
27日㈫

午後1時〜5時
要予約

市民会館内２階相談室 男女共同参画室分室
☎22−0361

１・15日㈭ 午後1時〜4時
要予約

サンアリーナ 5・13・19・26日

那賀川スポーツセンター 7・14・21・28日

羽ノ浦健康スポーツランド 5・13・19・26日

10月の相談日

休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時〜午後５時

日 医療機関名 所在地 問い合わせは

4 岸医院 富 岡 町 ☎23−0272

11 川田耳鼻咽喉科 宝 田 町 ☎23−1555

12 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

18 古川小児科内科医院 領 家 町 ☎23−3306

25 林整形外科 見能林町 ☎23−6060

※変更の場合があるので、事前に各医療機関に確認してください。

●夜間（毎日）　午後５時〜11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。

※相談は無料です。ご予約が必要なものもありますので、
くわしくは直接担当課までお問い合わせください。

※11月の法律相談の予約は、10月１日から受け付けています。

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

●市税日曜窓口は　10月25日㈰です。

〜市税の納付は口座振替が安全で便利です。〜

□ 市　県　民　税（第３期）

□ 国民健康保険税（第５期）

納期限は、11月２日㈪です。

納め忘れのないようにしましょう。

※10月から開催日が月４回になり、場所も変更になりました。

広報 平成21年（2009年）10月1日 〔第615号〕�1



岩脇の渡し場（町筋）
　江戸時代の後半には、川を渡るのは渡船の時代になり、この地が水運交通の
拠点として大いに発展していた。

四
辻
の
道
標
等
（
中
地
、
上
平
、
高
地
、
西
園
）

　

田
園
地
帯
が
広
が
る
岩
脇
経
由
の
道
を
ゆ
っ
く
り
と
進
む
。
道
に
は
お
地
蔵
さ
ん
や
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
が
現
れ
た
道
標
が
残
る
な
ど
、
歩
く
の
が
楽
し
く
な
る
。

土佐街道を行く…羽ノ浦町
　徳島城鷲の門を起点として、土佐の国へと通じた「土佐街道」は、江戸
時代に藩が整備したかつての主要街道です。新道の設置や拡幅などにより、
姿は変わりましたが、今も昔の面影を残しているところがあります。今月
号からは市内に残る土佐街道をたずねて、感じた風情をお伝えします。

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見

ぶらりまち紀行

阿南 第41回

　今月号からの「ぶらりまち紀行」を、はてさて何にしたものがよいかと考えた。アイデアはすでに尽き果てて、苦しんだ先に“ハッと”ひ

らめいたのが土佐街道を歩くことだった。そういえば大作家の司馬遼太郎でさえも、名著「街道を行く」では自ら歩いたではないかと、この

企画に一人ほくそ笑んだ。その休日、残暑なお厳しい中、風情を感じながらうきうきと歩いていた広報記者の携帯が鳴った。別件の約束をす

っかり忘れていて催促の電話だった。その瞬間から駐車地まで全力疾走し、息が切れた。（Ｙ）

編集室の

窓

宮
倉
の
一
里
松
（
本
村
居
内
）

　

街
道
は
小
松
島
の
立
江
か
ら
宮
倉
へ
入
る
。
江
戸
時
代
、

藩
が
目
印
と
な
る
松
を
植
え
て
い
た
。
松
の
木
は
も
う
な

い
が
近
く
に
は
地
蔵
堂
が
在
る
。

羽
ノ
浦
商
店
街
へ
入
る
辻
の
道
標
（
市
）

　

富
岡
東
高
羽
ノ
浦
校
の
正
面
の
小
路
が
昔
の
街
道
で
あ

る
。
そ
こ
か
ら
羽
ノ
浦
商
店
街
に
入
る
四
辻
に
。
角
に
は

ぽ
つ
ん
と
道
標
が
立
つ
。
辻
は
富
岡
道
、
坂
野
道
、
土
佐

街
道
の
分
岐
点
で
あ
っ
た
。

２ルートの街道分岐点（京満・高田原）
　水路の横を走る小道（街道）を歩き、共栄病院の敷地を通り過ぎると街道は
２ルート（古庄経由・岩脇経由）に分かれる。

古
庄
歩
渡
り
（
古
庄
）

　

古
庄
商
店
街
の
佇
ま
い
を
感
じ
な
が
ら
南
へ
と
進
む
と
那
賀
川
へ
。
江
戸
時
代
に
は
橋

を
架
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
藩
政
初
期
に
は
歩
い
て
川
を
渡
っ
て
い
た
と
い
う
。

参
考
：
徳
島
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
第
４
集
、
羽
ノ
浦
町
誌
歴
史
編


